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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
明
る
い
希
望
に

満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
国
原
知
事
の
誕
生
、
都
城

泉
ケ
丘
高
校
の
21
世
紀
枠
で
の
甲
子
園
初

出
場
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
田
中

幸
雄
選
手
の
2
、0
0
0
本
安
打
達
成
、

1
1
1
歳
で
男
性
世
界
最
高
齢
ギ
ネ
ス
に

認
定
さ
れ
た
田
鍋
友
時
さ
ん
と
ラ
グ
ビ
ー

日
本
代
表
の
西
浦
達
吉
選
手
へ
の
都
城
市

市
民
栄
誉
賞
贈
呈
な
ど
、
本
市
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。

　

南
九
州
大
学
と
平
成
21
年
の
都
城
キ
ャ

ン
パ
ス
開
設
に
関
す
る
協
定
書
を
締
結

し
、
大
学
か
ら
教
員
養
成
系
の
人
間
科
学

部
新
設
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。
地
元
高

校
生
の
中
で
も
ニ
ー
ズ
の
高
い
分
野
で
あ

り
、
地
元
で
進
学
で
き
る
生
徒
が
増
え
る

こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
解
体
や
む
な
し
と
い
う
苦
渋

の
方
針
決
定
を
し
て
い
た
市
民
会
館
に
つ

い
て
は
、
大
学
か
ら
講
堂
と
し
て
活
用
し

た
い
と
い
う
ご
提
案
が
あ
り
、
開
設
前
か

ら
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
・
企
業
立
地
を
本
市

に
お
い
て
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
位
置

付
け
、
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
過
去
10
年
間
と
比
較
す

る
と
2
倍
の
成
果
が
表
れ
ま
し
た
。
雇
用

の
場
を
作
り
、
若
い
世
代
の
定
住
を
促
進

す
る
こ
と
で
、
高
齢
化
社
会
を
克
服
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

各
部
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
行
財
政
改
革

大
綱
に
お
い
て
は
、
数
値
目
標
を
示
し
、
緊

張
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
都
城
の
未
来
を
つ
く
る
さ
ま
ざ

ま
な
改
革
に
対
す
る
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
た
め
、

合
併
後
の
新
た
な
課
題
を
整
理
し
、
10
年

間
の
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。「
市

民
の
願
い
が
か
な
う　

南
九
州
の
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
」
を
都
市
目
標
像
に
定

め
、
理
想
の
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
幸

多
い
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

に
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

2008
新年のごああいさいさつつ

「
市
民
の
願
い
が
か
な
う  
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
」

 

実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す

都城市長　
長峯　誠

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
す
。

　

新
市
誕
生
後

　

新
市
誕
生
後
、、は
や
は
や
22
年
が
経
過
し
ま
し

年
が
経
過
し
ま
し

たた
。。地
方
と
都
市
の
格
差
が
広
が
る
中
で

地
方
と
都
市
の
格
差
が
広
が
る
中
で
、、

地
方
行
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
時
代
を
迎

地
方
行
政
は
ま
す
ま
す
厳
し
い
時
代
を
迎

え
て
い
ま
す

え
て
い
ま
す
。。合
併
後

合
併
後
33
年
目
を
迎
え

年
目
を
迎
え
、、本本

市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
高
城
町
自
治
区
の

市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
高
城
町
自
治
区
の

活
性
化
の
た
め
に
ま
い
進
し
て
い
く
所
存

活
性
化
の
た
め
に
ま
い
進
し
て
い
く
所
存

で
す
の
で

で
す
の
で
、、皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ま
す
。

　

昨
年
は
弥
五
郎
ど
ん
の
宮
崎
神
宮
大
祭

　

昨
年
は
弥
五
郎
ど
ん
の
宮
崎
神
宮
大
祭

へ
の
参
加
や
麓
小
学
校
人
形
サ
ー
ク
ル
の

へ
の
参
加
や
麓
小
学
校
人
形
サ
ー
ク
ル
の

朝
日
新
聞
の
び
の
び
教
育
賞

朝
日
新
聞
の
び
の
び
教
育
賞（
東
京
）

（
東
京
）の
受
賞

の
受
賞

な
ど
文
化
面
で
も
印
象
に
残
る
年
で
し
た
。

な
ど
文
化
面
で
も
印
象
に
残
る
年
で
し
た
。

　

今
年
も
住
み
よ
い
活
気
の
あ
る
山
之
口

　

今
年
も
住
み
よ
い
活
気
の
あ
る
山
之
口

町
自
治
区
を
築
く
た
め
、
公
民
館
、
各
種
団

町
自
治
区
を
築
く
た
め
、
公
民
館
、
各
種
団

体
、
企
業
な
ど
の
皆
さ
ま
と
意
見
を
交
え
な

体
、
企
業
な
ど
の
皆
さ
ま
と
意
見
を
交
え
な

がが
ら
、
な
お
一
層
の
努
力
を
し
て
い
き
た

ら
、
な
お
一
層
の
努
力
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

山之口町自治区長

轟木休五
高城町自治区長

上東正治
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に
希
望

に
満
ち
た
2
0
0
8
年
の
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
都
城
市
の
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

て
、
早
く
も
二
回
目
の
新
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
市
議
会
で

は
新
都
城
市
の
発
展
を
願
っ
て
、
市
政
を

巡
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
、

さ
ら
な
る
市
政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向

上
に
最
善
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
市
議

会
に
対
し
ま
す
温
か
い
ご
指
導
と
ご
鞭べ

ん
た
つ撻

の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

　

現
在
、
都
城
市
で
は
国
が
進
め
る
三
位

一
体
改
革
に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
よ
り
一
層
行
財
政
改
革

に
努
め
、
効
果
的
な
財
政
運
営
が
必
要
と

な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
一
方
で
は
合
併
合

意
に
基
づ
く
事
業
を
は
じ
め
、
早
期
実
現

に
向
け
て
努
力
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

課
題
も
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
議
会
の

監
視
機
能
の
重
要
性
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
合
併

に
よ
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
を
重
く

受
け
止
め
、
議
会
の
権
能
を
十
分
に
生
か

し
な
が
ら
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
公
平
で

公
正
な
行
政
運
営
が
図
ら
れ
、
新
市
建
設

の
使
命
を
果
た
せ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
傾
注
す
る
所
存
で
す
の
で
、
本
年
も
格

別
の
ご
指
導
、
ご
鞭べ

ん
た
つ撻

を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
、
こ
の
一
年
が
健
や
か
で
、
幸

多
い
す
ば
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

20082008
新年の新年のごごあいさつ

公
平
で
公
正
な
行
政
運
営
を
図
り
、
新
市
建
設
の
使
命

を
果
た
せ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
ま
す

都城市議会議長　
下山　隆史

　

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
都
城
市
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　

新
都
城
市
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
て
か
ら
、
は
や

を
切
っ
て
か
ら
、
は
や
22
年
が
経
過
し
ま

年
が
経
過
し
ま

し
た
。
合
併
に
よ
る
行
政
組
織
の
一
体
化

し
た
。
合
併
に
よ
る
行
政
組
織
の
一
体
化

の
醸
成
お
よ
び
事
務
事
業
の
平
準
化
が
よ

の
醸
成
お
よ
び
事
務
事
業
の
平
準
化
が
よ

う
や
く
整
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

う
や
く
整
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

よ
り
一
層
新
市
な
ら
び
に
山
田
町
自
治
区

よ
り
一
層
新
市
な
ら
び
に
山
田
町
自
治
区

の
発
展
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
発
展
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す

皆
さ
ま
に
と
っ
て
幸
多
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

山田町自治区長

蔵満　勇

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

新
し
い
都
城
市
が
ス
タ
ー
ト
し

　

新
し
い
都
城
市
が
ス
タ
ー
ト
し
、、22
年
が
年
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
実
感
で
あ
り
ま

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
実
感
で
あ
り
ま

すす
。。皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
理
解
、、ご
協
力
に
よ

ご
協
力
に
よ

りり
、、合
併
前
か
ら
の
継
続
事
業
な
ど
計
画
に

合
併
前
か
ら
の
継
続
事
業
な
ど
計
画
に

沿
っ
た
推
進
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す

沿
っ
た
推
進
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。。

社
会
情
勢
は
厳
し
さ
が
続
く
中
で
は
あ
り

社
会
情
勢
は
厳
し
さ
が
続
く
中
で
は
あ
り

ま
す
が

ま
す
が
、、本
年
も
大
き
な
災
害
な
ど
の
な
い

本
年
も
大
き
な
災
害
な
ど
の
な
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

高崎町自治区長

佐藤忠房
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回顧録2007回顧録2007回顧録2007
新しい都城市の誕生から２年。2007 年もさまざまな出来事がありました。
市政では、南九州大学都城キャンパス開設に向けた協定締結や新学部設置発表、解体が決まっていた市民会館
の活用決定、都城志布志道路の一部着工など明るいニュースが続きました。
また、本市出身の東国原知事誕生や田鍋友時さんの男性長寿世界一認定、都城泉ケ丘高校の春のセンバツ初出
場や田中幸雄選手の 2,000 本安打達成など、都城が話題に上ることも多い１年でした。

「長寿のまち都城」を市内外
にアピールした田鍋友時さん
の男性長寿世界一ギネス認定

甲子園初出場・初勝利を果たした都城泉ケ丘高校ナイン
［写真提供：毎日新聞社］

●
２
０
０
７
年
の
主
な
出
来
事
●

1
月◎

都
城
市
行
財
政
改
革
大
綱
、
同
実
施
計

画
発
表

◎
千
日
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
撤
去
開
始

◎
子
牛
販
売
高
が
２
年
連
続
で
１
０
５
億

円
突
破

◎
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
都
城
閉
館

2
月◎

Ｊ
リ
ー
グ
Ｆ
Ｃ
東
京
が
高
城
運
動
公
園

で
春
季
キ
ャ
ン
プ

◎
都
城
志
布
志
道
路
「
都
城
道
路
」
着
工

◎
市
民
会
館
「
解
体
」
決
定

3
月◎

旧
後
藤
家
商
家
交
流
資
料
館
（
高
城
町
）

が
国
登
録
有
形
文
化
財
に

◎
都
城
泉
ケ
丘
高
校
が
21
世
紀
枠
で
選
抜

高
校
野
球
大
会
（
春
の
セ
ン
バ
ツ
）
に

初
出
場

◎
都
城
商
業
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
春
高
バ
レ
ー
に
出
場

◎
南
九
州
学
園
と
南
九
州
大
学
都
城
キ
ャ

ン
パ
ス
開
設
に
伴
う
協
定
を
締
結

4
月◎

予
定
価
格
１
、０
０
０
万
円
以
上
の
一

般
競
争
入
札
を
導
入
。
県
内
９
市
で
は

初
め
て

5
月◎

本
市
出
身
の
田
中
幸
雄
選
手
（
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
）
が
史
上
35

人
目
と
な
る
２
、０
０
０
本
安
打
達
成

6
月◎

ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
が
田
鍋
友
時
さ
ん
を
男

性
長
寿
世
界
一
に
認
定

平成 21 年度に開設される
南九州大学都城キャンパス
イメージパース

通
算
２
、０
０
０
本
安
打
と
い
う

偉
業
を
達
成
し
た
田
中
幸
雄
選
手

﹇
写
真
提
供
：
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
﹈

「知事効果」で宮崎ブームを
巻き起こした東国原知事
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高値が続き、２年連続で 105 億円を突破した子牛販売高
［写真提供：ＪＡ都城］

竹之下 健司さん・侑子さん
昨年３月に双子（仁寿ちゃん・侍勇ちゃん）
を授かり、急に家族がにぎやかになりま
した。今年も子どもたちには元気に過ご
してほしいですね。

２月の「解体」決定から一転。
市民会館は活用の方向へ

山田 明さん
昨年、ゆぽっぽの
温泉水を使った商
品を開発。今年は
それを起爆剤に、
より多くのお客さん
が訪れる温泉施設
づくりを目指して頑
張ります。
河野 トシエさん
昨年、骨折して入
院した際、家族の
温かい協力をとても
ありがたく思いまし
た。今年は、健康
を第一に、友達と
の交流も大切にして
いきたいですね。
田中 龍紀さん
昨年は受験勉強に
集中できる最高の１
年でした。今年は
必ず希望校に合格
し、大学生活を楽
しめるよう頑張りた
いです。

東 明夫さん
昨年はグラウンドゴ
ルフクラブの会長を
務めるなど忙しい１
年でした。今年は
健康第一で、グラウ
ンドゴルフ大会での
優勝を目指します。

富吉 明子さん
昨年２回目の開催と
なった焼肉カーニバ
ルも大盛況でした。
今年も多くのお客さ
んに観音池公園に
来てもらえるようＰＲ
していきます。

街角アンケ
ート

市民が選ん
だ

2007年都
城市10大

ニュース

※12月８日
～10日に街

角で市民12
0人を対象に

行ったアン
ケートの結

果です

第 １ 位 本市出
身では初の

県知事、東
国原知事誕

生

第 2 位 都城
泉ケ丘高校

が春のセン
バツ初出場

第 3 位 ギネ
スが田鍋友

時さんを男
性長寿世界

一に認定

第 4 位 解体
から一転。

市民会館活
用の方向へ

第 5 位 都城
市で裏金発

覚

第 6 位 田中
幸雄選手2

,000 本安
打達成

第 7 位 南九
州大学都城

キャンパス
開設に伴う

協定締結

第 8 位 都城
商業高校女

子バレーボ
ール部が

 
春高バレー

に出場

第 9 位 子牛
販売高が２

年連続で1
05億円突

破

第 10 位 「神
々のふるさ

と湯」（吉之
元町）が営

業休止

市民の皆さんに 2007 年を振り返
り、2008年への思いを聞きました。

◎
都
城
島
津
家
伝
来
史
料
速
報
展
開
催

◎
都
城
市
で
裏
金
発
覚

7
月◎

台
風
４
号
上
陸
。
市
内
の
国
道
な
ど
に

被
害

◎
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
が

市
民
会
館
を
「
２
０
０
６
年
度
選
定
建

築
物
10
選
」
に
認
定

9
月◎

「
神
々
の
ふ
る
さ
と
湯
」（
吉
之
元
町
）

が
営
業
休
止
に

◎
田
鍋
友
時
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
贈
呈

◎
新
し
い
都
城
市
旗
が
決
定

10
月◎

高
崎
町
笛
水
に
農
産
物
直
販
所
「
茅か

や

葺ぶ

き
の
里
笛
水
」
オ
ー
プ
ン

◎
都
城
茶
２
５
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
「
Ｔ-

１
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
０
７
」
開
催

◎
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
「
２
０
０
７
火
山

砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

◎
第
２
回
「
焼
き
肉
カ
ー
ニ
バ
ル
」
開
催

◎
南
九
州
大
学
が
市
民
会
館
の
借
用
を
申

し
入
れ
。
解
体
か
ら
活
用
の
方
向
へ

11
月◎

環
霧
島
会
議
発
足

◎
南
九
州
大
学
が
教
員
を
養
成
す
る
新
学

部
設
置
を
発
表

◎
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
タ
in
都
城
、
３
年
ぶ
り

に
開
催

12
月◎

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
西
浦
達
吉
さ
ん

に
市
民
栄
誉
賞
贈
呈

２年ぶり３回目の春高バレー出場を果たした
都城商業高校女子バレーボール部
［写真提供：都城商業高校］
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市の財政状況市の財政状況

平成18年度決算
一般会計決算　歳入決算額644億 9,500万円
　　　　　　　歳出決算額633億    472万円

平成19年12月1日に公表した、平成19年9月30日時点での財政状況をお知らせします。
内容は、平成18年度決算状況と平成19年度現計予算（9月補正時点）です。
●問い合わせ　一般会計・特別会計：企画部財政課  ☎ 23-2113　 水道事業：水道局業務課  ☎ 23-4270

収支は 11 億 9,028 万円の黒字でしたが、平成 19 年度へ繰り越す
べき財源を差し引くと 10 億 3,122 万円の黒字決算となりました。

一般会計、特別会計および企業会計の決算
会　　　　計　　　　名 歳　　入 歳　　出 差　　額 市債残高

一 般 会 計 644 億 9,500 万円 633 億  472 万円 11 億 9,028 万円 850 億 3,974 万円

特
別
会
計

食 肉 セ ン タ ー 5億 3,344 万円 5億 3,344 万円 0万円 13 億 9,993 万円
土 地 区 画 整 理 事 業 8,796 万円 8,776 万円 20 万円
下 水 道 事 業 43 億 8,194 万円 43 億 8,104 万円 90 万円 247 億 4,137 万円
国 民 健 康 保 険 205 億 7,973 万円 199 億 6,676 万円 6億 1,297 万円
公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 1億　938 万円 1億　938 万円 0万円 1億 7,901 万円
老 人 保 健 187 億 6,223 万円 187 億 6,223 万円 0万円
農 業 集 落 下 水 道 事 業 6億 7,653 万円 6億 7,653 万円 0万円 59 億 6,667 万円
整 備 墓 地 2億 3,920 万円 2億 3,920 万円 0万円 3億 9,909 万円
都 市 開 発 資 金 1億 2,036 万円 1億 2,036 万円 0万円 2億 7,483 万円
介 護 保 険 114 億 2,270 万円 111 億 3,641 万円 2億 8,629 万円
御 池 簡 易 水 道 事 業 3,009 万円 2,848 万円 161 万円
簡 易 水 道 事 業 1億 9,338 万円 1億 8,277 万円 1,061 万円 7億 1,892 万円
電 気 事 業 3,389 万円 3,054 万円 335 万円
山之口総合交流活性化センター 1億 7,530 万円 1億 6,698 万円 832 万円 4億 5,015 万円
高城健康増進センター等管理事業 3億 3,449 万円 3億 3,449 万円 0万円 6億 7,395 万円
合　　　　　　　計 576 億 8,062 万円 567 億 5,637 万円 9億 2,425 万円 348 億　392 万円

企業
会計

水 道 事 業（ 収 益 的 ） 54 億 3,131 万円 49 億 3,157 万円 4億 9,974 万円 企業債残高
98 億 9,966 万円水 道 事 業（ 資 本 的 ） 5億 9,380 万円 16 億 7,765 万円 △ 10 億 8,385 万円

 ※水道事業（資本的）の不足額は、留保資金などで補てんしました

歳 出
633億472万円

歳 入
644億9,500万円

民生費
198億1,793万円
31%

公債費
92億6,464万円
15%

総務費
89億1,004万円
14%

土木費
67億6,145万円
11%

地方交付税
189億663万円
29%

市税
165億5,703万円
26%

国県支出金
101億4,716万円
16%

教育費
51億9,328万円
8%

農林水産業費
40億1,487万円
6%

衛生費
39億5,070万円
6%

その他
53億9,181万円
9%

その他
117億6,007万円
18%

繰入金
17億891万円
3%

市債
54億1,520万円
8%
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用
語
解
説

□
歳
出

民
生
費
＝
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

児
童
な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
業

経
費

教
育
費
＝
教
育
や
文
化
財
保
護
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

公
債
費
＝
市
債
を
返
済
す
る
た
め

の
経
費

総
務
費
＝
選
挙
や
戸
籍
、
徴
税
、

市
庁
舎
管
理
な
ど
の
経
費

土
木
費
＝
道
路
、
公
園
整
備
、
住

宅
管
理
な
ど
の
経
費

農
林
水
産
業
費
＝
農
業
・
林
業
・

水
産
業
振
興
な
ど
の
経
費

衛
生
費
＝
清
掃
や
保
健
衛
生
な
ど

の
経
費

□
歳
入

市
税
＝
個
人
・
法
人
市
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

地
方
交
付
税
＝
国
税
の
う
ち
所
得

税
・
法
人
税
・
消
費
税
・
酒
税

お
よ
び
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合

を
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
が
交

付
す
る
税

国
県
支
出
金
＝
特
定
目
的
事
業
の

財
源
と
な
る
国
と
県
の
補
助
金

市
債
＝
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事

業
な
ど
の
財
源
と
な
る
借
入
金

繰
入
金
＝
基
金
・
会
計
間
で
の
移

動
で
の
収
入

特別会計および企業会計の現計予算（9月補正時点）
会　　　　計　　　　名 予算額 会　　　　計　　　　名 予算額

食 肉 セ ン タ ー 2億 8,451 万円 介 護 保 険 121 億 8,985 万円
下 水 道 事 業 40 億 3,580 万円 御 池 簡 易 水 道 事 業 3,607 万円
国 民 健 康 保 険 217 億 7,835 万円 簡 易 水 道 事 業 1億 8,188 万円
公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業 1億 1,100 万円 電 気 事 業 2,860 万円
老 人 保 健 193 億 1,432 万円 山之口総合交流活性化センター 1億 7,399 万円
農 業 集 落 下 水 道 事 業 5億 5,256 万円 高城健康増進センター等管理事業 3億 1,779 万円
整 備 墓 地 4,021 万円 特 別 会 計 合 計 591 億 6,315 万円
都 市 開 発 資 金 1億 1,822 万円 水 道 事 業 40 億 2,177 万円

平成19年度現計予算
 （9月補正時点）

歳 出
694億6,853万円

歳 入
694億6,853万円

民生費
210億84万円
30%

教育費
106億5,503万円
15%

公債費
93億4,967万円
14%

その他
49億4,529万円
7%

総務費
82億7,292万円
12%

衛生費
42億433万円
6%

農林水産業費
43億7,142万円
6%

土木費
66億6,903万円
10%

市税
177億7,660万円
25%

地方交付税
172億8,298万円
25%

国県支出金
109億4,173万円
16%

市債
97億3,880万円
14%

繰入金
41億2,114万円
6%

その他
96億728万円
14%

一般会計予算　当初予算額674億 4,400万円
　　　　　　　現計予算額694億 6,853万円
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｢｢
環
霧
島
会
議

環
霧
島
会
議｣｣

発
足
発
足

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
霧
島
山
」。
県
境
を
越
え
た
広
域
連
携
に
向
け
、
新
た
な
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

県境と市・町の境を越えて、環霧島会議の成功を誓う５市２町の首長

※会議に参加した７市町の総人口は約 43万人、総面積は約 2,600 ｋ㎡に及ぶ

豊かで美しい自然を、

同じふるさとの山を思う人々とともに、

より豊かなものとして未来に伝えるため…
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県
境
を
越
え
て
７
市
町
が
結
束

　

霧
島
連
山
を
囲
む
よ
う
に
位
置
し
、「
霧

島
山
は
ふ
る
さ
と
の
山
」
と
い
う
思
い
を

一
つ
に
す
る
宮
崎
、
鹿
児
島
両
県
の
5
市

2
町（
都
城
市
、
高
原
町
、
小
林
市
、
え

び
の
市
、
湧
水
町
、
霧
島
市
、
曽
於
市
）

が
、
県
境
を
越
え
て
広
域
連
携
を
話
し
合

う
「
環
霧
島
会
議
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

霧
島
連
山
を
中
心
に
広
が
る
こ
の
地
域

は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
恵

ま
れ
、
農
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
産
業
が
盛
ん
な
一
方
で
、
活
火
山

で
あ
る
霧
島
山
に
対
す
る
防
災
体
制
の
整

備
や
過
疎
化
に
よ
る
限
界
集
落
の
問
題
な

ど
を
抱
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
環
霧

島
会
議
は
、
こ
う
し
た
各
自
治
体
に
共
通

す
る
課
題
や
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
し
、
共
同
事
業
を
目
指
そ
う
、
と
い
う

前
田
霧
島
市
長
の
呼
び
掛
け
に
、
霧
島
連

山
を
中
心
と
し
た
広
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
て
取
り
組
み
、
地
域
活
性
化

を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
各
首
長
の
思

い
が
一
致
し
て
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

少
子
高
齢
化
や
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
、

市
町
村
合
併
が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
一
自

治
体
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
も
数
多
く

あ
る
の
が
現
実
で
す
。
長
峯
市
長
の
「
道

州
制
導
入
も
現
実
味
を
帯
び
て
き
た
今
、

ま
さ
に
時
宜
を
得
た
会
議
。
県
境
を
越
え

た
連
携
と
、
観
光
や
環
境
、
防
災
な
ど
特

定
の
分
野
に
限
定
せ
ず
、
広
く
共
同
で
取

り
組
む
点
は
、
画
期
的
な
試
み
と
い
え
る
」

と
い
う
言
葉
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、

今
後
、
会
議
に
参
加
し
た
７
市
町
が
持
つ

特
性
と
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
発
揮

し
な
が
ら
協
力
し
て
い
く
こ
と
で
、
課
題

解
決
に
向
け
て
大
き
な
成
果
が
生
ま
れ
る

と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
霧
島
山
」
は
「
ふ
る
さ
と
の
山
」

　

昨
年
11
月
9
日
に
霧
島
市
で
開
か
れ
た

第
１
回
会
議
で
は
、会
議
の
目
標
と
し
て
、

「
日
本
で
最
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、

悠
久
の
歴
史
を
伝
え
る
神
話
や
伝
説
、
豊

か
な
大
自
然
が
残
る
『
霧
島
山
』
は
ふ
る

さ
と
の
山
。
こ
の『
霧
島
山
』を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
自
治
体
の
境
を
越
え
て
連
携
し
、
環

境
や
観
光
、
防
災
な
ど
の
施
策
・
事
業
に

つ
い
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
共
通
の
課
題

や
目
的
に
向
か
っ
て
協
働
す
る
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
」こ
と
を「
環

霧
島
会
議
宣
言
」
と
し
て
採
択
。

　

ま
た
、
前
田
霧
島
市
長
を
会
長
、
長
峯

市
長
を
副
会
長
に
選
出
し
、
5
月
と
10
月

の
年
2
回
、
両
県
交
互
に
首
長
会
を
開
く

こ
と
や
、
防
災
や
観
光
な
ど
の
分
野
ご
と

に
分
科
会
を
開
き
、
具
体
的
な
事
業
研
究

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

多
分
野
で
夢
の
あ
る
提
案
が
続
出

　

こ
の
会
議
で
は
、「
霧
島
山
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
今
後
7
市
町
が
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
各
首
長
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
の
面
で
は
、
登
山
道
の
整
備
や
霧

島
連
山
を
中
心
と
し
た
観
光
マ
ッ
プ
の
作

成
、
各
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
地
を
結

ぶ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
実
施
な
ど
、
防
災

に
つ
い
て
は
、
活
火
山
や
水
害
を
想
定
し

た
自
治
体
間
の
防
災
協
定
締
結
や
合
同
防

災
訓
練
の
実
施
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
ノ
カ
イ
ド

ウ
な
ど
希
少
動
植
物
の
保
護
や
畜
産
業
の

盛
ん
な
地
域
が
抱
え
て
い
る
家
畜
の
し
尿

処
理
問
題
な
ど
、
豊
か
な
自
然
を
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
た
め
に
必
要
な
環
境
保
全

に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
互
い
の
自
治
体
の
実
情
を
知

り
、
住
民
の
交
流
を
密
に
す
る
た
め
、
広

報
紙
に
環
霧
島
会
議
の
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く

り
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
掲
載
す
る
案

や
、
地
域
の
一
体
感
を
生
み
出
す
き
っ
か

け
と
し
て
、「
霧
島
一
周
駅
伝
」の
開
催
な

ど
夢
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
会
議
は
都
城
で
開
催

　

会
議
に
対
す
る
各
市
町
の
期
待
の
大
き

さ
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
活
発
な
意
見
交

換
で
ス
タ
ー
ト
し
た
環
霧
島
会
議
。
第
２

回
会
議
は
今
年
5
月
、
都
城
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
後
は
「
住
民
と
の
協
働
」
と

い
う
視
点
も
重
視
し
、
県
境
や
市
・
町
の

境
だ
け
で
な
く
、
官
民
の
境
も
超
え
て
議

論
の
輪
が
広
が
り
、
地
域
間
競
争
が
激
し

く
な
る
中
、「
ふ
る
さ
と
の
山
・
霧
島
」

を
囲
む
地
域
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

経
営
戦
略
課　

☎
23-
2
1
1
5
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市・県民税の申告をお忘れなく市・県民税の申告をお忘れなく
申告の受け付けは2月4日㈪～ 3月17日㈪まで

市民税・県民税の申告受け付けを実施します。申告期間
中は全担当職員が各会場へ出向きますので、本庁および
各総合支所窓口での申告受け付けはできません。必ず下
記の会場で申告してください。（12 時から13 時までは、
昼食休憩します。）
※詳しい内容は、市ホームページ（暮らしの情報）をご覧下さい

市民税課 ☎ 23-2123
山之口総合支所財務課 ☎ 57-3111
高城総合支所財務課 ☎ 58-2311
山田総合支所財務課 ☎ 64-1111
高崎総合支所財務課 ☎ 62-1111

問
い
合
わ
せ

【祝吉地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 4 日（月）
9：30 ～ 16：00

祝吉
地区公民館

午前：上郡元、南郡元
午後：郡元一～四丁目、神之山町、年見町

2月 5日（火）
9：30 ～ 16：00

祝吉
地区公民館

午前：祝吉一～三丁目、祝吉町、千町、
　　　上川東一～四丁目
午後：早水町、立野町、下川東一～四丁目

【妻ケ丘地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 6 日（水）
9：30 ～ 16：00

妻ケ丘
地区公民館

午前：妻ケ丘町、若葉町、菖蒲原町
午後：上東町、東町、天神町、中原町、花繰町

2月 7日（木）
9：30 ～ 16：00

妻ケ丘
地区公民館

午前：上長飯町
午後：一万城町、広原町

【小松原地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 8 日（金）
9：30 ～ 16：00

小松原
地区公民館

午前：前田町、平江町、北原町、大王町、栄町、
　　　小松原町、宮丸町
午後：志比田町

【西岳地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 12 日（火）
10：30 ～ 16：00

折田代農業者
中央研修館

午前：田野、武床、猪子石
午後：折田代

2月 12 日（火）
10：30 ～ 16：00

上馬渡
自治公民館

午前：牛之脛
午後：馬渡

2月 13 日（水）
9：30 ～ 16：00

西岳地区公民館 午前：高野町、田野の一部
午後：美川町

御池自治公民館 午後：御池町（14：00 ～ 15：30）

【五十市地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 14 日（木）
9：30 ～ 16：00

五十市
地区公民館

午前：南鷹尾町、五十町
午後：久保原町、大岩田町

2月 15 日（金）
9：30 ～ 16：00

五十市
地区公民館

午前：鷹尾一～五丁目
午後：平塚町、今町

【横市地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 18 日（月）
9：30 ～ 16：00

横市
地区公民館

午前：南横市町
午後：蓑原町

2月 19 日（火）
9：30 ～ 16：00

横市
地区公民館

午前：都原町
午後：横市町

【中郷地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 19 日（火）
10：00 ～ 15：30

石原
営農研修館

午前：尾平野
午後：石原

2月 20 日（水）
9：30 ～ 16：00

中郷地区市民
交流センター

午前：東豊満、西豊満
午後：大薗、益貫、麓

2月 21 日（木）
9：30 ～ 16：00

中郷地区市民
交流センター

午前：上安久、下安久、高野原
午後：川内、雄児石、女橋

2月 22 日（金）
9：30 ～ 16：00

中郷地区市民
交流センター

午前：藤田、正応寺
午後：嫁坂、払川、大浦

【志和池地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 25 日（月）
9：30 ～ 16：00

志和池
地区公民館

午前：谷頭、丸谷、巣立
午後：薄谷、万ケ塚、麓

2月 26 日（火）
9：30 ～ 16：00

志和池
地区公民館

午前：下水流 2、下水流 3、寿万寺
午後：下水流 1、平原、岩満

2月 27 日（水）
9：30 ～ 16：00

志和池
地区公民館

午前：上水流中、上水流東、森田
午後：上水流西、荒ケ田、吉行、崎田

【沖水地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 28 日（木）
9：30 ～ 16：00

沖水
地区公民館

午前：都北町、広瀬、吉尾町
午後：太郎坊町、下金田

2月 29 日（金）
9：30 ～ 16：00

沖水
地区公民館

午前：東高木、上金田、中金田
午後：西高木

【庄内地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

3 月 3 日（月）
9：30 ～ 16：00

庄内
地区公民館

午前：関之尾町、馬場
午後：川崎、西区

3月 4日（火）
9：30 ～ 16：00

庄内
地区公民館

午前：平田
午後：東区、町区

3月 5日（水）
9：30 ～ 16：00

庄内
地区公民館

午前：宮島、千草、内場、源野
午後：今屋、莇、今平

【姫城地区】
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

3 月 6 日（木）
9：30 ～ 16：00

コミュニティ
センター

午前：早鈴町、甲斐元町、松元町
午後：都島町、西町、上町

3月 7日（金）
9：30 ～ 16：00

コミュニティ
センター

午前：下長飯町
午後：中町、牟田町、八幡町、蔵原町、姫城町

【山之口地区】　※午前は11：00まで、午後は13：30から
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 5 日（火）
9：30 ～ 16：00

青井岳
営農研修館 午前：天神、五十山、飛松

五反田
営農研修館 午後：野上、五反田

2月 6日（水）
9：30 ～ 16：00 麓営農研修館

午前：麓一区、二区
午後：麓三区、下平

2月 7日（木）
9：30 ～ 16：00

麓営農研修館 午前：麓四区
田原公民館 午後：田原

2月 12 日（火）
9：30 ～ 15：30

永野
営農研修館 午前：永野

六十田公民館 午後：六十田
2月 13 日（水）
9：30 ～ 16：00

山之口地区公民館
（旧中央公民館）

午前：街区 1・2
午後：街区 3・4・5

2 月 14 日（木）
9：30 ～ 16：00

山之口地区公民館
（旧中央公民館）

午前：向原東 1・2・3・7
午後：西向原 1・2・3

2 月 19 日（火）
9：30 ～ 16：00 西向原公民館

午前：西向原 5・6・7・8
午後：西向原 9・10、飯起

2月 20 日（水）
9：30 ～ 16：00

川内営農研修館 午前：川内
前方公民館 午後：前方

2月 21 日（木）
9：30 ～ 16：00 正近営農研修館

午前：正近 1・2・3
午後：正近 4・5・6

2 月 26 日（火）
9：30 ～ 16：00 桑原公民館

午前：桑原 1、乗平
午後：桑原 2

2 月 27 日（水）
9：30 ～ 16：00

桑原公民館 午前：桑原 3（中島、新地、田島）
弥五郎どんの館 午後：中原、富吉団地

2月 28 日（木）
9：30 ～ 16：00

下富吉
地区公民館

午前：東
午後：原田

2月 29 日（金）
9：30 ～ 16：00

下富吉
地区公民館

午前：榎木
午後：上森

【高城地区】　※午前は11：00まで、午後は13：00から
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 14 日（木）
9：30 ～ 15：00

様ケ野
営農研修館

午前：第 20 自治公民館
午後：第 19 自治公民館

2月 15 日（金）
9：30 ～ 15：00

様ケ野
営農研修館 第 18 自治公民館

2月 18 日（月）
9：30 ～ 15：00

高城農村環境
改善センター

午前：第 17 自治公民館
午後：第 16 自治公民館（市野々）

2月 19 日（火）
9：00 ～ 15：00

高城農村環境
改善センター

午前：第 16 自治公民館（上星原）
午後：第 16 自治公民館（下星原）
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【高城地区】　※午前は11：00まで、午後は13：00から
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 20 日（水）
9：00 ～ 15：00

高城農村環境
改善センター

午前：第 15 自治公民館（田尾、新生）
午後：第 15 自治公民館（宮平、木ノ下、旭、
　　　親和、宮平住宅）

2月 21 日（木）
9：00 ～ 15：00

高城農村環境
改善センター

午前：第 14 自治公民館（田辺）
午後：第 14 自治公民館（八久保、雁寺）

2月 22 日（金）
9：00 ～ 15：00

高城農村環境
改善センター

午前：第 13 自治公民館（西久保、後向、大窪）
午後：第 13 自治公民館（豊広、新生、次郎丸）

2月 25 日（月）
9：00 ～ 15：00 石山分館

午前：第 12 自治公民館（1、2、3）
午後：第 12 自治公民館（4、5、6）

2月 26 日（火）
9：00 ～ 15：00 石山分館

午前：第 11 自治公民館（上新地、中新地）
午後：第 11 自治公民館（下新地、萩原）

2月 27 日（水）
9：00 ～ 15：00 石山分館

午前：第 10 自治公民館（1、2、3、4、5）
午後：第 10 自治公民館（6、7、8、9）

2月 28 日（木）
9：00 ～ 15：00 石山分館

午前：第 9自治公民館（1、2、3、4）
午後：第 9自治公民館（5、6、7、8）

3月 3日（月）
9：00 ～ 15：00

勤労青少年
ホーム

午前：第 3自治公民館（上の 1、上の 2、上の 3）
午後：第 3自治公民館（下の 1、下の 2）

3月 4日（火）
9：00 ～ 15：00

勤労青少年
ホーム

午前：第 4自治公民館（1、2）
午後：第 4自治公民館（3、4、5、6）

3月 5日（水）
9：00 ～ 15：00

勤労青少年
ホーム

午前：第 5自治公民館（1、2）
午後：第 5自治公民館（3、4）

3月 6日（木）
9：00 ～ 15：00

高城総合支所
西別館

午前：第 8自治公民館（1、2、3）
午後：第 8自治公民館（4、5、6）

3月 7日（金）
9：00 ～ 15：00

高城総合支所
西別館

午前：第 7自治公民館（1、2、3）
午後：第 7自治公民館（4～ 12）

3月 10 日（月）
9：00 ～ 15：00

高城総合支所
西別館

午前：第 6自治公民館（1の A、1のＢ、2）
午後：第 6自治公民館（3、4、住宅 1・2・3）

3月 11 日（火）
9：00 ～ 15：00

高城総合支所
西別館

午前：第 1自治公民館（高城原 1、2）
午後：第 1自治公民館（高城原 3、4）

3月 12 日（水）
9：00 ～ 15：00

高城総合支所
西別館

午前：第 1自治公民館（大久保、春日）
午後：第 1自治公民館（立喰、春日住宅、
　　　宮銀住宅）

3月 13 日（木）
9：00 ～ 15：00

高城総合支所
西別館

午前：第 2自治公民館（引地、木崎、日和）
午後：第 2自治公民館（犬の馬場、松川、
　　　松川住宅、七日市 1・2）

【山田地区】　※午前は11：30まで、午後は13：30から
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 4 日（月）
9：15 ～ 16：00 石風呂公民館

午前：石風呂
午後：上椎屋、平山

2月 5日（火）
9：15 ～ 16：00 けねじゅ苑

午前：脇之馬場
午後：西栫

2月 7日（木）
9：15 ～ 16：00 瀬之口公民館

午前：瀬之口、百原
午後：中村

2月 8日（金）
9：15 ～ 16：00 長谷公民館 長谷

2月 12 日（火）
9：15 ～ 16：00 竹脇公民館 竹脇

2月 14 日（木）
9：15 ～ 16：00 大古川公民館

午前：大古川
午後：浜之段

2月 15 日（金）
9：15 ～ 16：00 下是公民館

午前：下是
午後：上是、池之原

2月 18 日（月）
9：15 ～ 16：00 北田公民館 北田

2月 19 日（火）
9：15 ～ 11：30 牛谷公民館 牛谷

2月 21 日（木）
9：15 ～ 16：00 瀬茅公民館 瀬茅

2月 22 日（金）
9：15 ～ 16：00 毘砂丸公民館

午前：修行
午後：毘砂丸

2月 25 日（月）
9：15 ～ 11：30 万ケ塚公民館 万ケ塚

2月 26 日（火）
9：15 ～ 16：00 田中公民館 田中

2月 28 日（木）
9：15 ～ 16：00 和田上公民館

午前：和田上
午後：倉平

2月 29 日（金）
9：15 ～ 16：00 山内二公民館

午前：山内一
午後：山内二

3月 3日（月）
9：15 ～ 16：00 谷頭一公民館

午前：谷二
午後：谷一

3月 4日（火）
9：15 ～ 16：00 谷頭五公民館 谷五

3月 6日（木）
9：15 ～ 16：00 谷頭中央公民館

午前：谷三・六・七
午後：谷八・九

3月 7日（金）
9：15 ～ 11：30 古江公民館 古江

3月 11 日（火）
9：15 ～ 16：00

山田総合
センター

全地区
3月 12 日（水）
9：15 ～ 16：00

山田総合
センター

【高崎地区】　※午前は11：00まで、午後は13：00から
日　　時 場　　所 地　　　　　　　区

2 月 5 日（火）
9：00 ～ 15：00 前田児童館

午前：谷川
午後：町倉

2月 6日（水）
9：00 ～ 15：00 前田児童館

午前：割付
午後：栗巣、杉倉

2月 7日（木）
9：00 ～ 15：00 前田児童館

午前：迫間
午後：山神原、野平

2月 8日（金）
9：00 ～ 15：00

江平地区農村
改善センター

午前：轟、小牧
午後：鵜戸、塚原

2月 12 日（火）
9：00 ～ 15：00

江平地区農村
改善センター

午前：炭床
午後：木下

2月 13 日（水）
9：00 ～ 15：00

江平地区農村
改善センター 吉村

2月 14 日（木）
9：00 ～ 15：00

江平地区農村
改善センター 温水

2月 15 日（金）
9：00 ～ 15：00

笛ケ水
教育集会所

午前：竹元
午後：崎山

2月 18 日（月）
9：00 ～ 15：00

笛ケ水
教育集会所

午前：後平
午後：椎屋

2月 19 日（火）
9：00 ～ 15：00

縄瀬地区活性化
センター 横谷

2月 20 日（水）
9：00 ～ 15：00

縄瀬地区活性化
センター 蔵元

2月 21 日（木）
9：00 ～ 15：00

縄瀬地区活性化
センター 共和

2月 22 日（金）
9：00 ～ 15：00

縄瀬地区活性化
センター 三和

2月 25 日（月）
9：00 ～ 15：00

東霧島地区
多目的集会所

午前：松ケ水流
午後：権堀

2月 26 日（火）
9：00 ～ 15：00

東霧島地区
多目的集会所

午前：田中
午後：東

2月 27 日（水）
9：00 ～ 15：00

確定申告相談
高崎総合支所

午前：前田、笛水
午後：縄瀬、東霧島

2月 28 日（木）
9：00 ～ 15：00

確定申告相談
高崎総合支所

午前：江平
午後：大牟田

3月 3日（月）
9：00 ～ 15：00 高崎総合支所

午前：原村
午後：牟礼水流、新生

3月 4日（火）
9：00 ～ 15：00 高崎総合支所

午前：柏木
午後：田平

3月 5日（水）
9：00 ～ 15：00 高崎総合支所

午前：荒場
午後：上勢西

3月 6日（木）
9：00 ～ 15：00 高崎総合支所

午前：中央団地
午後：鍋

3月 10 日（月）
9：00 ～ 15：00 高崎総合支所 高坂

3月 11 日（火）
9：00 ～ 15：00 高崎総合支所 旭

3月 12 日（水）
9：00 ～ 15：00 高崎総合支所 上新田

3月 13 日（木）
9：00 ～ 15：00 高崎総合支所 下新田

3月 14 日（金）
9：00 ～ 15：00 高崎総合支所 全地区

3月 17 日（月）
9：00 ～ 15：00 高崎総合支所 全地区

平成20年度住民税の主な改正内容
①地震保険料などの支払額の 2分の 1（最高 25,000 円）が
控除されます。これに伴い「損害保険料控除」は廃止
されます。ただし、経過措置として平成 18 年 12 月末
日までに締結した長期損害保険料は、従前の損害保険
料控除が適用されます

②税源移譲により、平成 19 年分以降の所得税における住
宅借入金等特別控除額が所得税額を上回る場合には、
３月 17 日までに申告書を提出することにより、税源移
譲に伴う影響額を平成 20 年度以降の住民税より減額す
ることとなります（平成 11 年～平成 18 年入居者）

所得税・消費税・贈与税の申告
　　●期間　2月 18 日（月）～3月 17 日（月）
　　　　　　※土・日曜日は除く
　　●場所　都城圏域地場産業振興センター
　　●問い合わせ　都城税務署　☎ 22-4377



2008.1　12

【
小
松
原
地
区
】
15
人

大
王
町

小
路
口　

一
身

大
津　

律
子

辻　

ひ
ろ
み

平
江
町

外
山　

憲
義

田
中　

常
雄

志
比
田
町

竹
之
内　

秀
文

堀
ノ
内　

雅
子

海
老
原　

基

日
髙　

ナ
リ
子

益
丸　

義
光

志
比
田　

郁
子

前
田
町

宇
塚　

功

北
原
町

八
木　

正
人

主
任
児
童
委
員

長
谷
場　

惠
子

田
中　

美
江
子

【
祝
吉
地
区
】
31
人

年
見
町

二
見　

八
千
子

若
松　

祐
子

野
口　

志
津
子

上
郡
元

山
田　

富
子

和
田　

讓

下
郡
元

髙
橋　

光
子

内
村　

美
惠
子

上
鶴　

眞
砂
子

神
之
山
町

内
山　

初
子

早
水
町

荒
武　

春
男

漆
木　

忍

竹
上　

嗣
雄

南
郡
元

才
原　

文
子

池
田　

隆
文

中
村　

眞
由
美

濟
陽　

加
代
子

立
野
町

小
堀　

壽
太
郎

伊
賀
﨑　

孝
子

上
川
東

大
重　

眞
理
子

上
川
東

松
原　

重
孝

田
口　

眞
雄

大
塚　

キ
ヨ
子

下
川
東

東
口　

忠
雄

谷
口　

ツ
タ
子

黒
木　

準
一

今
山　

直
子

千
町

黒
木　

康
擴

畑
中　

文
男

祝
吉

日
高　

章
子

主
任
児
童
委
員

茶
薗　

洋
子

神
脇　

清
照

【
五
十
市
地
区
】
28
人

鷹
尾
一
丁
目

戸
川　

紀
美
子

上
村　

ム
ツ
子

鷹
尾
二
丁
目

長
倉　

か
ず
子

鷹
尾
三
丁
目

川
窪　

美
奈
子

温
水　

順
子

髙
山　

茂
美

鷹
尾
四
丁
目

林　

光
代

西
浦　

ト
シ
子

鷹
尾
五
丁
目

天
神　

サ
タ
子

南
鷹
尾
町

岩
佐　

禮
子

新
原　

京
子

田
村　

啓
子

久
保
原
町

仮
屋　

裕
子

中
路　

和
子

渡
部　

千
代
子

西
平　

祥
子

五
十
町

津
江　

勝
美

松
山　

日
支
子

今
町

飯
山　

俊
子

水
久
保　

澄
子

平
塚
町

鎌
田　

美
子

川
﨑　

景
久

今
別
府　

勝

大
岩
田
町

石
井　

澄
子

益
留　

幸
一

池
亀　

敏
子

主
任
児
童
委
員

丸
田　

と
も
子

今
村　

京
子

【
横
市
地
区
】
17
人

蓑
原
町

森
田　

房
美

大
仁
田　

德
和

中
元　

千
治

増
田　

三
惠
子

藤
田　

チ
ヅ
子

久
味
木

佐
澤　

タ
ツ
子

南
横
市
町

根
井　

勝
泰

猿
澤　

初
夫

上
山　

律
子

横
市
町

野
海　

重
治

和
田　

ア
サ
子

都
原
町

岩
滿　

次
男

目
野　

昭
子

小
妻 

由
布
子

今
別
府　

恭
敏

主
任
児
童
委
員

中
村　

敏
郎

柿
木　

み
さ
子

【
沖
水
地
区
】
16
人

吉
尾
町

久
保
田　

章
子

島
田　

由
美
子

都
北
町

岩
﨑　

真
智
子

西　

博
隆

﨑
田　

タ
ツ
子

松
本　

悦
子

瀬
戸
口　

博
子

太
郎
坊
町

下
田　

美
江
子

原
澤  

信
二

東
高
木

片
平　

勇

西
高
木

松
原　

惠
子

金
田
町

谷
口　

ミ
チ

【
姫
城
地
区
】
26
人

早
鈴
町

臼
井　

哲
日
子

永
野　

五
雄

大
浦　

數
雄

髙
木　

美
値
子

姫
城
町

岸
良　

邦
子

久
保
田　

亭
子

田
中　

和
昭

甲
斐
元
町

宮
原　

英
毅

屋
敷　

乃
冨
子

八
幡
町

鶴
田　

美
鶴
子

西
町

野
口　

惠
子

松
元
町

柿
並　

秀
一

牟
田
町

中
村　

正
之

原　

正
彦

上
町

水
間　

正
康

蔵
原
町

山
能　

久
市

谷
口　

勲

中
町

新
屋　

松
雄

下
長
飯
町

坂
元　

勝
志

福
永　

秀
春

壽
福　

哲
朗

鷹
尾
一
丁
目

束
野　

タ
ツ
エ

都
島
町

大
角　

由
紀
子

平
井　

良
子

主
任
児
童
委
員

池
脇　

き
ん
子

吉
行　

瑞
穂
子

【
妻
ケ
丘
地
区
】
29
人

上
東
町

栫　

安
雄

上
東
町

原
田　

惠
子

東
町

髙
田　

英
征

外
村　

悦
子

天
神
町

菊
永　

榮
子

北
村　

美
智
子

中
原
町

山
田　

ま
つ
子

一
万
城
町

山
田　

信
市

髙
橋　

孝
子

斉
藤　

卓
治

安
楽　

幸
政

田
爪　

守

広
原
町

松
尾　

伊
津
子

桑
畑　

タ
ラ
エ

菖
蒲
原
町

松
永　

洋
子

竹
内　

憲
一
郎

福
留　

き
よ
子

上
長
飯
町

尾
方　

英
司

津
曲　

セ
ツ

滿
行　

芳
子

寺
田　

等

山
之
内 

江
美
子

渕
上　

澄
雄

花
繰
町

山
口　

カ
ヨ

若
葉
町

関
本　

睦
美

藤
元　

愼
二

外
村　

敏
子

主
任
児
童
委
員

東
郷　

ル
リ
子

福
山　

真
智
子

今
回
の
一
斉
改
選
に
伴
い
、
次
の
人
た
ち
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
に
関
す
る
相
談
は
、
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

●
問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課　

☎
23-

２
９
８
０

新
し
い
民
生
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　
　
　

児
童
委
員　
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金
田
町

長
友　

ユ
キ
エ

北
村　

瑞
江

主
任
児
童
委
員

冨
永　

儀
明

宮
内　

勇

【
志
和
池
地
区
】
16
人

上
水
流
町

江
平　

せ
つ
子

上
原　

正
人

中
島　

啓
子

下
水
流
町

栫
井　

由
美
子

新
地　

美
智
子

有
吉　

茂

丸
谷
町

内
村　

正
一

﨑
田　

と
み
子

吹
上　

裕
子

柳
田　

洋
子

岩
満
町

新
村　

加
津
子

野
々
美
谷
町

上
小
牧　

一
郎

加
藤　

隆
一

瀬
戸
山　

久
美

主
任
児
童
委
員

瀬
之
口　

和
子

永
山　

妙
子

【
庄
内
地
区
】
18
人

乙
房
町

時
任　

明
美

益
留　

惠
子

本
野　

し
ず
子

福
永　

孝
義

関
之
尾
町

兒
玉　

ヨ
シ
子

花
原　

利
廣　

庄
内
町

萩
原　

忠
子

坂
元　

道
代

丸
山　

榮
子

大
河
原　

弘
子

山
下　

紗
代
子

蒲
生　

宏
孝

菓
子
野
町

清
水　

正
子

蒲
生　

和
子

菓
子
野
町

臼
杵　

ひ
と
み

城
村　

惠
子

主
任
児
童
委
員

恒
吉　

勇
二

海
東　

隆
義

【
西
岳
地
区
】
16
人

美
川
町

池
田　

ク
ニ

吉
盛　

ノ
リ
子

渡
司　

ト
メ
子

高
野
町

村
岡　

悟

年
神　

一
光

津
曲　

シ
ノ
ブ

吉
之
元
町

中
野　

徹

藥
丸　

良
英

花
原　

カ
ズ
エ

竹
松　

忠
惠

御
池
町

髙
野　

あ
け
み

夏
尾
町

福
榮　

俊
正

深
川　

キ
ヨ
子

山
下　

久
子

主
任
児
童
委
員

西　

ト
ミ

北
島　

典
子

【
中
郷
地
区
】
21
人

大
薗

永
山　

か
ゆ
み

益
貫

福
地　

美
己
子

払
川

境
山　

宇

川
内

川
口　

廣
實

嫁
坂

伊
鹿
倉　

秀
夫

大
浦

成
竹　

清
光

雄
児
石

上
原　

勇
夫

女
橋

青
木　

京
子

麓

久
永　

聰
子

上
安
久

堀
之
内 

百
合
子

下
安
久

北
郷　

和
子

藤
田

鬼
束　

金
男

德
留　

尤
子

高
野
原

蔀　

多
加
代

正
応
寺

野
口　

加
千
子

石
原

石
原　

清
光

尾
平
野

中
村　

栄
子

東
豊
満

安
藤　

節
子

西
豊
満

田
中　

俊
夫

主
任
児
童
委
員

吉
村　

洋
子

細
山
田　

勝

【
山
之
口
地
区
】
18
人

青
井
岳

伊
勢　

幸
枝

永
野
・
六
十
田

永
野　

信
一

麓

福
田　

宣
江

山
元　

清
子

野
上
・
五
反
田

大
野　

眞
璃
子

田
原
・
下
平

當
瀬　

利
盛

街
区

山
内　

正
信

米
澤　

ト
シ
エ

向
原
東

川
添　

大
陸

西
向
原

水
流　

勉

安
丸　

義
照

川
内
・
前
方

下
西　

克
巳

正
近
・
中
原

下
德　

一
郎

桑
原
・
乗
平

永
野　

勝
己

原
田
・
上
森

木
上　

保

東
・
榎
木
・
飯
起

北
園　

セ
ツ
子

主
任
児
童
委
員

原
田　

和
子

前
田　

静
子

【
高
城
地
区
】
28
人

大
井
手

堂
村　

ト
ヨ

宮
田　

佳
子

丸
野　

稔
治

福
元　

敏
治

桜
木

新
原　

勝
男

若
狹　

裕
子

野
﨑　

岩
男

穂
満
坊

上
久
保　

光
子

上
薗　

和
德

穂
満
坊

新
穗　

む
つ
子

川
島　

リ
ツ
子

倉
内　

明
信

嶋
田　

昭
子

石
山

亀
元　

春
子

德
留　

洋
子

中
園　

茂
昌

村
屋　

瑞
江

有
水

小
濵　

洋
子

小
川　

岩
男

荒
川　

秋
夫

溝
添　

紀
春

坂
元　

京
子

松
下　

春
雄

四
家

平
野　

ア
ヤ
子

関　

マ
サ
子

黒
木　

繁

主
任
児
童
委
員

中
元　

勉

菊
村　

壽
子

【
山
田
地
区
】
23
人

牛
谷
・
瀬
茅

福
留　

盛
江

毘
砂
丸

宮
田　

昭
子

万
ケ
塚

福
森　

美
千
代

田
中
・
修
行

稻
丸　

重
美

和
田
上
・
倉
平

米
吉　

キ
リ
子

石
風
呂
・
上
椎
屋
椿
坂　

兼
良

平
山
・
瀬
之
口
・
百
原

瀬
之
口　

勝
年

中
村
・
西
栫

安
藤　

洋
子

西
栫
・
脇
之
馬
場
山
之
上　

一
行

長
谷

福
森　

由
子

竹
脇

内
田　

敏
子

大
古
川
・
浜
之
段
島
田　

孝
一

下
是
・
上
是

新
増　

久
枝

池
之
原
・
北
田

吉
田　

美
代
子

古
江

大
村　

英
子

山
内

中
原　

三
代
子

谷
頭
（
1
〜
2
）
川
﨑　

紀
男

谷
頭
（
5
上
区
）
小
山
田 

た
つ
子

谷
頭
（
5
下
区
）
中
内　

照
生

谷
頭
（
3
・
6
）
塩
川　

政
子

谷
頭
（
7
〜
9
）
佐
多　

百
合
子

主
任
児
童
委
員

新
穗　

美
代
子

土
方　

チ
ズ
子

【
高
崎
地
区
】
27
人

谷
川
・
町
倉

木
下　

加
代
子

割
付

上
杉　

ミ
サ

栗
巣

福
重　

道
春

迫
間
・
山
神
原
・
野
平

迫
間　

勇

栢
木
・
田
平

今
栖　

チ
ヅ

上
新
田

小
田　

英
敏

上
新
田
・
中
央
団
地

新
穗　

辰
代

下
新
田

眞
方　

徹

旭
・
下
新
田

村
山　

清
子

荒
場
・
上
勢
西

津
曲　

靖
子

高
坂
・
鍋

德
重　

正
信

原
村
・
新
生

園
木　

厚
行

東
・
権
堀
・
牟
礼
水
流

吉
岡　

瑞
昭

横
谷

迫
間　

艶
子

共
和

田
島　

り
ん

三
和

冨
田　

カ
ス
ミ

蔵
元

志
戸　

幸
紘

椎
屋
・
後
平
・
崎
山
椎
原　

道
子

竹
元

村
橋　

淳
子

塚
原
・
小
牧

園
田　

サ
カ
エ

轟

外
山　

信
博

木
下
・
杉
倉

立
山　

松
雄

温
水

赤
塚　

千
勢
子

吉
村　

東　

光
昭

炭
床
・
鵜
戸

久
保　

シ
ゲ
子

主
任
児
童
委
員

津
曲　

利
幸

的
塲　

さ
き
子

 

（
敬
称
略
）
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霧
島
連
山
は
、
霧
島
火
山
群
と

も
呼
ば
れ
る
活
火
山
で
す
。

　

平
成
19
年
12
月
1
日
か
ら
噴
火

災
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
気
象
庁

よ
り
噴
火
予
報
お
よ
び
警
報
が
発

表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

噴
火
警
報
は
、「
火
口
周
辺
」

や
「
居
住
地
域
」
な
ど
、
そ
の
影

響
す
る
範
囲
を
示
し
ま
す
。

　

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
、
住
民
や

登
山
者
の
生
命
を
守
る
観
点
か
ら

火
山
噴
火
に
対
す
る
警
戒
を
呼
び

か
け
る
も
の
で
、
登
山
・
入
山
規

制
な
ど
や
居
住
地
域
か
ら
の
避
難

な
ど
、
噴
火
時
に
対
応
し
た
行
動

を
示
し
ま
す
。

　

噴
火
警
報
や
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

は
報
道
機
関
、
市
町
村
な
ど
を
通

じ
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

地
震
、
噴
火
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
被
災
地
へ
の
通
信

が
増
加
し
、
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
ま

す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
運
用
す
る
「
災
害
用

伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
1
7
1
）」
の

使
い
方
を
普
段
か
ら
確
認
し
、
い

ざ
と
い
う
時
に
、
家
族
や
親
せ
き

と
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
23-

2
1
2
9

災害用伝言ダイヤル

171171
伝言録音は 伝言再生は

⬇ ⬇

171 171
▼ ▼

1 2
▼ ▼

市外局番から
の電話番号　

市外局番から
の電話番号　
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□
幼
稚
園
と
は
？

　

満
3
歳
か
ら
小
学
校
就
学
ま
で

の
幼
児
を
保
育
し
、
年
齢
に
ふ
さ

わ
し
い
適
切
な
環
境
を
与
え
、
心

身
の
発
達
を
助
長
す
る
た
め
の
教

育
施
設
、
つ
ま
り
「
子
ど
も
た
ち

が
最
初
に
出
会
う
学
校
」
が
幼
稚

園
で
す
。
公
的
教
育
の
場
と
し
て

学
校
教
育
法
に
従
っ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
持
ち
、
か
つ
幼
児
期
に
集

団
体
験
を
実
践
す
る
場
と
し
て
、

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
の
場

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　
□
一
日
の
主
な
活
動
は
？

○
自
由
活
動
〜
子
ど
も
た
ち
が
自

発
的
に
遊
び
、考
え
て
活
動
し
、

自
由
に
工
夫
し
て
取
り
組
む
時

間
で
す

○
一
斉
活
動（
組
別
保
育
）〜
全
体

ま
た
は
ク
ラ
ス
ご
と
の
集
団
に

分
か
れ
、
日
々
の
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
学
習
し
ま
す

○
園
外
活
動
〜
直
接
社
会
見
学
に

出
掛
け
て
体
験
し
た
り
、
季
節

ご
と
に
自
然
の
中
で
新
し
い
発

見
を
し
た
り
し
ま
す

□
通
園
方
法
は
？

　

保
護
者
の
送
り
迎
え
の
ほ
か
、

希
望
者
に
は
遠
隔
地
か
ら
の
通
園

に
も
便
利
な
バ
ス
の
利
用
に
よ
り

安
全
面
の
配
慮
も
し
て
い
ま
す
。

□
預
か
り
保
育
は
？

　

都
城
地
区
私
立
幼
稚
園
連
合
会

に
加
盟
す
る
幼
稚
園
で
は
、
夏
休

み
な
ど
の
長
期
休
暇
の
期
間
を
含

め
て
、
預
か
り
保
育
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
預
か
り
保
育
は
、

日
常
の
保
育
時
間
を
除
い
て
、
開

園
時
間
か
ら
、
午
後
5
時
30
分
〜

6
時
30
分
ま
で
子
ど
も
を
預
か
る

形
態
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
土
曜
日
を
自
由
保

育
日
と
し
て
開
園
し
て
い
る
ほ

か
、
一
時
預
か
り
を
実
施
し
て
い

る
園
も
あ
り
ま
す
。

□
幼
稚
園
は
お
金
が
か
か
る
？

　

幼
稚
園
は
保
育
料
が
高
い
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
都
城
地
区
私
立
幼
稚
園
連
合

会
加
盟
園
に
は
、
就
園
奨
励
費
制

度
と
い
う
補
助
金
制
度
が
あ
り
、

世
帯
の
市
民
税
課
税
額（
合
計
）に

応
じ
て
、
第
１
子
の
場
合
に
は
年

間
５
万
７
、５
０
０
円
か
ら
最
高

14
万
１
、９
０
０
円
、
同
時
通
園
の

第
2
子
は
最
高
18
万
５
、０
０
０

円
ま
で
、
第
3
子
の
場
合
に

は
、
年
間
最
高
25
万
７
、０
０
０

円
ま
で
の
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。（
課
税
額
に
よ
り
非
該
当
の

場
合
あ
り
）
ま
た
、
入
園
料
に
つ

い
て
も
宮
崎
県
の
入
園
料
補
助
制

度
に
よ
り
、
９
、０
０
０
円
か
ら

１
万
２
、０
０
０
円
が
減
額
さ
れ

て
い
ま
す
。

就学前児童の集団保育の場として幼稚園、保育所（園）などがありますが、その中で、都城市内には現在 14カ所の私立
認可幼稚園があり、約 1,400 人の幼児が通園しています。今回は私立幼稚園について紹介します。

     　●問い合わせ 都城地区私立幼稚園連合会　☎ 22-2757（妻ケ丘幼稚園）
       こども課　☎ 23-2684　

幼稚園幼稚園にに行行こうこう

幼  稚  園  名 住　　　　所 電 話 番 号

アソカ幼稚園 年見町23-4 23-7505

一万城幼稚園 一万城町112-3 22-5739

さくら幼稚園 姫城町8-30 22-1552

妻ケ丘幼稚園 中原町23-14 22-2757

聖ドミニコ幼稚園 下長飯町881 39-5771

天竜幼稚園 牟田町2-14 22-0502

天竜第二幼稚園 南鷹尾町16-15 23-7503

幼  稚  園  名 住　　　　所 電 話 番 号

天竜第三幼稚園 鷹尾四丁目18-11 23-7504

天竜祝吉幼稚園 千町5276-10 22-1012

清涼幼稚園 庄内町12396 37-0568

ふたば幼稚園 松元町18-1 23-2469

にし幼稚園 南横市町4003-2 25-3344

鳴峰幼稚園 高崎町大牟田1232 62-2126

ししのこ幼稚園 上水流町1758番地 36-0646

都城地区私立幼稚園連合会加盟園 ※入園などの詳細については各園に直接お問い合わせください  

幼  稚  園  名 住　　　　所 募  集  学  齢 電 話 番 号

山之口幼稚園 山之口町花木23-4 4歳児、5歳児 23-7505

高城幼稚園 高城町穂満坊16 5歳児 58-2351

有水幼稚園 高城町有水3354 5歳児 59-9114

石山幼稚園 高城町石山3660 5歳児 58-3211

●
問
い
合
わ
せ

　

山
之
口
学
校
教
育
課

　

☎
58-

2
3
1
1

　

高
城
学
校
教
育
課

　

☎
57-

3
1
1
1

　

市
内
に
は
4
カ
所
の
公

立
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
各
幼
稚
園
も
し
く

は
学
校
教
育
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市内の公立幼稚園
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まちの話題 まちの話題 

森
林
浴
を
し
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

 
第
１
回
健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
気
軽
に
で
き

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
も
ら
お
う
と
、
紅
葉
が
見
ご
ろ
と

な
っ
た
山
之
口
町
の
青
井
岳
荘
を
発
着
点

と
す
る
コ
ー
ス
で
11
月
17
日
、
健
康
づ
く

り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
市
民
95
人
は
、
山
之
口
地

区
健
康
づ
く
り
会
員
の
案
内
で
大
カ
ヤ
の

木
や
天
神
ダ
ム
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
約

8
㌔
を
約
3
時
間
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
鶴
久
捷か

つ

賢ま
さ

さ
ん（
東
町
）
は「
こ

の
地
域
に
は
珍
し
い
薬
草
な
ど
豊
か
な
自

然
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
歩
い
て
い
て
楽

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
ず
っ
と
暮
ら
し
た
い
」と
思
え
る
ま
ち
に

 

第
２
回
環
境
ま
つ
り

　

身
近
な
環
境
問
題
や
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
11
月

23
日
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館

で
環
境
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
環
境
団
体
の
展
示
の
ほ
か
、
ミ

ニ
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
や
紫
外
線
に
反
応
し
て

変
色
す
る
ス
ラ
イ
ム
作
り
な
ど
、
家
族
で

楽
し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
終
日

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。ま
た
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
施
設
見
学
も
行
わ

れ
、
大
量
の
不
燃
ご
み
が
集
ま
っ
た
ご
み

集
積
坑
を
の
ぞ
い
て
い
た
参
加
者
の
間
か

ら
は
「
ご
み
を
減
ら
す
努
力
を
し
な
い
と

…
」と
い
っ
た
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
き
ら
め
く
地
域
を
目
指
し
て

 

生
き
が
い
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
山
之
口

　

12
月
9
日
、
山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
主
会
場
に
第
12
回
生
き
が
い
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
山
之
口
が
開
か
れ
ま
し
た
。

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目

的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
三
味
線
や

コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
生
涯
学
習
活
動
や
麓

小
学
校
人
形
サ
ー
ク
ル
の
舞
台
発
表
の
ほ

か
、
そ
ば
打
ち
や
ヨ
ガ
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
熊
本
県
在
住
の
大
野
勝

彦
さ
ん
が
「
夢
は
叶か

な

う
も
の　

思
い
強
け

れ
ば
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
両
手
を

失
っ
た
経
験
を
通
し
て
得
た
、
夢
を
持
っ

て
頑
張
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

世
界
舞
台
で
の
活
躍
は
郷
土
の
誇
り

 

西
浦
達
吉
さ
ん
に
市
民
栄
誉
賞
贈
呈

　

市
は
9
月
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
3
試
合

に
先
発
し
た
都
城
市
出
身
の
西
浦
達
吉
さ

ん
に
12
月
3
日
、
市
民
栄
誉
賞
を
贈
り
ま

し
た
。
新
市
で
は
田
鍋
友
時
さ
ん
に
次
い

で
2
人
目
。
長
峯
市
長
が「（
日
本
代
表

と
し
て
）都
城
市
の
良
好
な
イ
メ
ー
ジ
確

立
に
寄
与
し
て
い
た
だ
い
た
」
と
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
の
活
躍
を
た
た
え
、
賞
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
西
浦
さ
ん
は

「
身
に
余
る
賞
で
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
て
夢
を
与
え
ら
れ
る

人
間
に
成
長
し
、
皆
さ
ん
に
恩
返
し
し
た

い
」と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください 

City  Topics 

産
業
教
育
の
現
状
を
知
っ
て
ほ
し
い
！

 

第
３
回
み
や
こ
ん
じ
ょ
産
業
教
育
ま
つ
り

　

ま
ち
の
活
性
化
と
生
徒
の
社
会
経
験
に

つ
な
げ
よ
う
と
、
12
月
4
日
か
ら
9
日
ま

で
、
大
丸
セ
ン
タ
ー
モ
ー
ル
で
み
や
こ
ん

じ
ょ
産
業
教
育
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

専
門
学
科
が
あ
る
都
城
工
業
、都
城
商
業
、

高
城
、
都
城
農
業
の
4
高
校
が
参
加
。
各

校
の
特
性
を
生
か
し
、
野
菜
や
花
き
、
手

芸
品
な
ど
の
販
売
、
競
技
用
ロ
ボ
ッ
ト
や

学
校
紹
介
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
釘
村
知
美
さ
ん
（
都
城
農
業
高
校

3
年
）
は「
日
ご
ろ
勉
強
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
実
際
に
販
売
を

体
験
で
き
た
り
し
て
、
い
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
」と
笑
顔
で
接
客
し
て
い
ま
し
た
。

星
空
シ
ア
タ
ー
満
員
御
礼

 

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
in
か
か
し
村

　

12
月
8
日
、
山
田
町
第
二
運
動
場
で
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
in
か
か
し
村
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化
を
目
的

に
山
田
町
商
工
会
青
年
部（
大お

お

生ば
え

一
成
部

長
、
17
人
）
が
企
画
し
た
も
の
で
今
回
が

5
回
目
。
会
場
で
は
家
族
連
れ
な
ど
約

1
、2
0
0
人（
4
0
0
台
）
が
車
の
中
か

ら
巨
大
な
特
設
ス
ク
リ
ー
ン（
縦
8
㍍
×

横
17
㍍
）
で
映
画
を
楽
し
ん
だ
ほ
か
、
ミ

ニ
Ｆ
Ｍ
局
に
よ
る
特
別
番
組
や
抽
選
会
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
生
部
長
は
「
会

場
設
営
や
車
の
誘
導
な
ど
苦
労
も
多
い
で

す
が
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
来
年
も

ぜ
ひ
開
催
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
広
が
る
健
康
増
進
の
輪

 

都
城
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

競
技
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
地
域
を
越
え
た
交
流
の
輪
を
広

げ
よ
う
と
、
都
城
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
12
月
9
日
、
高
崎
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
は
夏
と
冬
の
年
2

回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
県
内
外
か

ら
愛
好
家
1
0
9
人
が
出
場
。
難
コ
ー
ス

を
見
事
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
す
る
人
も
い
る

な
ど
、
日
ご
ろ
鍛
え
た
自
慢
の
腕
を
競
い

合
い
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
奥
田

靖
弘
さ
ん
（
高
崎
町
大
牟
田
）
は
「
他
地

域
の
人
と
も
交
流
で
き
、と
て
も
楽
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
の
た
め
に
頑
張
り
ま

す
」
と
笑
顔
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

新
そ
ば
を
使
っ
た
旬
の
料
理
に
舌
鼓

 

庄
内
新
そ
ば
ま
つ
り

　

関
之
尾
緑
の
村
で
12
月
16
日
、
庄
内
新

そ
ば
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
古
く
か

ら
そ
ば
の
里
と
し
て
知
ら
れ
る
庄
内
地
区

で
は
、
生
産
組
合
の
取
り
組
み
が
認
め
ら

れ
、
今
年
全
国
そ
ば
生
産
優
良
地
区
と
し

て
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
。
産
地
化
が

進
む
庄
内
地
区
で
、
収
穫
し
た
ば
か
り
の

質
の
良
い
そ
ば
粉
を
使
っ
た
旬
の
料
理
を

食
べ
よ
う
と
、
会
場
に
は
多
く
の
家
族
連

れ
が
訪
れ
、
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
体
験
に
参
加
し
た
浜
畑
美
佐
枝

さ
ん（
志
比
田
町
）
は
「
そ
ば
が
大
好
き
。

家
で
も
手
打
ち
の
年
越
し
そ
ば
を
作
っ
て

食
べ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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Scenery of a person優
れ
た
技
能
や
知
識
を
持
ち
、
そ
の

能
力
を
伝
承
す
る
高
い
志
を
有
す

る
人
に
全
国
技
能
士
連
合
会
が
贈
る
全

技
連
マ
イ
ス
タ
ー
に
、
野
添
政
博
さ
ん

（
南
横
市
町
・
64
歳
）
が
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
造
園
部
門
で
こ
の
賞
を
受
け
る

の
は
県
内
で
3
人
目
、
都
城
市
で
は
野

添
さ
ん
が
初
め
て
。

　

家
業
の
造
園
業
の
話
に
な
る
と
「
生

き
て
い
る
庭
を
造
る
に
は
、
い
か
に
自

然
の
も
の
を
生
か
す
か
が
ポ
イ
ン
ト
。

人
間
の
姿
と
同
じ
で
、
木
や
石
に
も
表

と
裏
が
あ
る
。樹
木
の
高
さ
や
大
き
さ
、

石
の
高
低
差
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、
喜

ん
で
も
ら
う
庭
を
造
り
た
い
」
と
夢
を

語
る
野
添
さ
ん
。
造
園
業
界
団
体
の
役

職
や
都
城
北
諸
地
区
技
能
士
会
の
会
長

を
務
め
な
が
ら
、
造
園
に
関
す
る
職
人

技
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
こ
う
と
、

南
九
州
大
学
の
国
家
試
験
受
験
者
や
職

業
訓
練
校
の
学
生
、
受
刑
者
な
ど
に
実

技
指
導
を
行
う
な
ど
、
技
能
士
の
育
成

に
情
熱
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
「
技
能
体

験
学
習
」や
市
民
へ
の「
技
能
ま
つ
り
」

な
ど
を
通
じ
、
多
く
の
人
に
日
本
伝
統

の
匠た
く
みの

技
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
き

ま
し
た
。こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、

県
卓
越
技
能
者
に
選
ば
れ
た
ほ
か
、
多

く
の
表
彰
を
受
け
、
今
年
9
月
に
現
代

の
名
工
に
準
ず
る
マ
イ
ス
タ
ー
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
「
現
在

技
能
五
輪
大
会
に
向
け
て
学
生
を
指
導

し
て
い
る
。
生
徒
が
良
い
作
品
を
作
れ

る
か
ど
う
か
で
私
の
指
導
力
が
試
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
に
2
回
敢
闘
賞
を
い
た

だ
い
た
が
、
金
賞
を
取
る
ま
で
は
頑
張

り
続
け
た
い
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
る
野

添
さ
ん
で
す
。

造園技能士育成に対し、全技連マイスターに認定

野添政博さん
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学校へ行こう
Profi le プロフィル

I'm proud of my school

「
私
た
ち
の
自
慢
」

 

6
年　

竹
森 

め
ぐ
み 

さ
ん

　
「
親
父
、チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ

て
く
る
か
い
よ
！
」
そ
う
言
っ
て

都
城
を
飛
び
出
し
て
、
10
年
が
経た

と
う
と
し
て
い
る
。
ボ
ク
シ
ン
グ

と
い
う
職
種
に
就
い
て
、
も
う
11

年
。
短
い
よ
う
で
長
か
っ
た
。

　

自
分
の
性
格
を
分
析
す
る
と
、
目

標
を
口
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
目
標
を
達
成
す
る
よ
う
に
行
動

す
る
。
宮
崎
の
男
は
、
言
っ
た
ら

や
り
切
ら
ん
と
い
か
ん
。そ
う
思
っ

て
い
た
。も
ち
ろ
ん
今
も
そ
う
思
っ

て
い
る
。
都
城
の
霧
島
山
の
麓
に

生
を
受
け
、
環
境
に
も
恵
ま
れ
て

育
っ
た
。
山
脈
に
見
守
ら
れ
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
に
は
適
し
て
い
る
場
所

だ
っ
た
。
こ
の
土
地
が
今
の
俺
の

体
の
基
礎
を
作
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

　

都
城
か
ら
上
京
し
何
も
か
も
が

新
し
い
環
境
の
中
、
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
る
こ
と
だ
け
を
思
い
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
し
か
し
、
東

京
で
の
生
活
は
本
当
に
貧
し
い
も

の
だ
っ
た
。
6
畳
1
間
の
小
さ
な

ア
パ
ー
ト
。
体
を
作
る
た
め
、
栄

養
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
中
、

貧
し
さ
ゆ
え
十
分
な
栄
養
を
取
る
こ

と
も
で
き
ず
い
ら
立
ち
を
覚
え
た
。

そ
れ
で
も
歯
を
食
い
し
ば
り「
絶
対

に
強
く
な
っ
て
や
る
」と
心
に
誓
っ

た
。
こ
の
時
に
思
っ
た
こ
と
は
、

毎
年
少
し
ず
つ
で
も
自
分
の
生
活

水
準
を
上
げ
て
い
け
る
よ
う
努
力

す
る
と
い
う
こ
と
。1
試
合
数
万
円

の
フ
ァ
イ
ト
マ
ネ
ー
生
活
か
ら
抜

け
出
す
た
め
に
…
。
そ
れ
か
ら
地

元
、
都
城
で
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
の
た
め
に
も
、
必
ず
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
な
っ
て
み
せ
る
と
…
。

　

現
在
、第
26
代
東
洋
太
平
洋
ス
ー

パ
ー
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。

　

今
で
も
俺
の
脳
裏
に
焼
き
付
い

て
い
る
あ
の
場
所
、
あ
の
空
気
の

中
走
り
ま
く
っ
た
日
々
を
思
い
な

が
ら
、
今
日
も
パ
ン
チ
を
出
し
続

け
る
。

　

中
霧
島
小
学
校
は
、
全
校
児
童

1
7
6
人
の
小
さ
な
学
校
で
す

が
、
校
庭
に
は
多
く
の
木
が
植
え

ら
れ
、
秋
に
な
る
と
紅
葉
で
に
ぎ

や
か
に
彩
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
学
校
で
は
学
力
向
上

を
目
指
し
、
全
学
年
で
モ
ジ
ュ
ー

ル
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
と
は
、
45
分

間
を
3
つ
に
区
切
り
、
1
こ
ま
15

分
ず
つ
社
会
、
国
語
、
算
数
な
ど

の
学
習
を
し
ま
す
。
例
え
ば
、
国

語
で
は
難
語
句
の
辞
書
引
き
や
漢

字
の
先
取
り
学
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、「
大
き
な
声
」「
よ

い
姿
勢
」
を
合
言
葉
に
み
ん
な
で

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、

「
き
り
っ
子
タ
イ
ム
」
と
い
う
業

間
活
動
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。
2

時
間
目
の
後
の
30
分
間
、
運
動
場

を
走
っ
た
り
、
体
育
館
で
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
た
り
し
ま
す
。1
、2

年
生
も
遊
具
を
使
っ
て
楽
し
み
な

が
ら
活
動
し
、
体
力
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
霧
島
小
学
校
が
取

り
組
ん
で
い
る
の
は
、
勉
強
や

運
動
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

全
校
み
ん
な
で
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
、
力

を
合
わ
せ
て
行
っ
た
「
児

童
集
会
活
動
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
や
、
集
会
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
る
「
あ
い
さ
つ
運

動
」
も
あ
り
ま
す
。
毎
月
１
日
の

朝
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
母
さ
ん
た
ち

も
あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
中
霧
島
小
学
校

は
、
一
人
ひ
と
り
の
力
を
伸
ば
す

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
学
校
づ

く
り
を
が
ん
ば
り
ま
す
。

昭和53年生まれ。山田町出身。プロボクサー。平成
８年、プロデビュー。平成17年、第29代東洋太平洋
（ＯＰＢＦ）ウェルター級チャンピオンに。その後、階級を
変更。今年10月の試合で東洋太平洋スーパーウェル
ター級チャンピオンとなり、２階級制覇の偉業を達成。

日高　和彦第25回

中霧島小学校

【
パ
ワ
ー
の
源
】

 

日
高　

和
彦 

さ
ん

（ひだか　かずひこ）

Nakagirishima Primary SchoolNakagirishima Primary School

◎学校のシンボル「耕心」の碑
　中霧島小学校創立50周年を記念
して建てられた碑。昭和９年の創
立以来、地域の子どもたちの教育
に情熱を傾けてきた先人への敬意
と感謝を込めて建立されたもので、
中霧島小学校の教育の理念である
「耕心」の文字が刻まれています。

ⒸⒸBOXINGMOBILEBOXINGMOBILEⒸBOXINGMOBILE

◎山田町中霧島3470-1 ☎64-1015
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暮らしの情報
 

募　

集

Recruitm
ent

市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

【
一
万
城
ア
イ
リ
ス
】

●
内
容
・
戸
数　

中
層
耐
火

　

1
〜
3
階　

3
Ｄ
Ｋ　

7
戸

●
申　

随
時
受
け
付
け

【
高
崎
中
央
】

●
内
容
・
戸
数　

木
造
2
階
建
（
メ

ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ
）
4
Ｄ
Ｋ　

1
戸

●
申　

2
月
1
日
㈮　

9
時
〜

●
家
賃　

初
年
度
（
20
年
3
月
ま

で
）
の
家
賃
は
、
一
万
城
ア
イ
リ
ス

が
4
万
7
、0
0
0
円
、
高
崎
中
央

が
3
万
9
、0
0
0
円

※
毎
年
1
、0
0
0
円
ず
つ
加
算

●
入
居
条
件　

①
市
内
、
三
股
町
、

鹿
児
島
県
曽
於
市
に
在
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
こ
と　

②
所
得
が
政
令

月
収
20
万
円
以
上
60
万
1
、0
0
0

円
以
下
で
あ
る
こ
と　

※
政
令
月
収

と
は
、
世
帯
の
年
間
総
所
得
か
ら
扶

養
控
除
額
な
ど
を
差
し
引
い
た
総
額

に
基
づ
い
た
平
均
月
収　

③
自
ら
居

住
す
る
た
め
住
宅
を
必
要
と
す
る
者

で
、
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
予
定
者
を
含

む
）
が
い
る
こ
と　

④
市
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と　

※
原
則
持

ち
家
が
あ
る
人
は
不
可

●
申
・
問

　

建
築
課　

☎
23-

3
1
0
5

　

高
崎
総
合
支
所
建
設
課

　

☎
62-

1
1
1
1

市
営
住
宅（
空
家
）入
居
者

●
募
集
期
間

　

2
月
1
日
㈮
〜
7
日
㈭

【
一
般
世
帯
】

●
間
取
り
〜
団
地
名
（
戸
数
）

◎
３
Ｄ
Ｋ
〜
﹇
本
庁
﹈
北
鷹
尾
⑴
・

志
比
田
⑴
・
一
万
城
⑸
・
都
原
⑵
・

中
道
⑵
・
宮
丸
西
⑺
、﹇
山
之
口
﹈

丸
岡
⑴
、﹇
高
城
﹈
第
二
軍
神
原

⑶
・
石
山
⑵
、﹇
山
田
﹈
万
ケ
塚

第
一
⑴
、﹇
高
崎
﹈
中
央
⑶

◎
３
Ｋ
〜
﹇
本
庁
﹈
都
原
⑴
・
※
都

北
⑴
、﹇
山
之
口
﹈
富
吉
⑴
・
飯

起
⑵
、﹇
高
城
﹈
※
春
日
⑶
・
※
第

三
鳥
井
前
⑴
・
※
宮
平
⑴
・
※
第

二
軍
神
原
⑴

◎
２
Ｋ
〜
﹇
山
田
﹈
※
谷
頭
五
班
第

二
⑴
・
※
万
ケ
塚
第
二
⑵

●
注
意　
※
印
は
単
身
入
居
が
可
能

で
す
。
単
身
入
居
に
は
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
老
人
世
帯（
60
歳
以
上
単
身
可
）】

●
間
取
り
〜
団
地
名
（
戸
数
）

◎
２
Ｄ
Ｋ
〜
﹇
本
庁
﹈
菖
蒲
原
⑴
・

　

内
堀
⑴

【
そ
の
他
】﹇
山
之
口
﹈
富
吉
・
飯
起
・

丸
岡
、﹇
高
城
﹈
春
日
・
宮
平
・
第

二
軍
神
原
・
石
山
・
田
尾
上
、﹇
山
田
﹈

西
栫
第
二
、﹇
高
崎
﹈
中
央
・
椎
屋

特
定
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
け
付
け

ま
す　

※
先
着
順

●
申
・
問　

建
築
課　

　
　
　
　
　

☎
23-

3
1
0
5

　
　
　
　
　

各
総
合
支
所
建
設
課

特
別
支
援
教
育
支
援
員

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
、
学

校
で
の
生
活
介
助
な
ど
を
行
う
特
別

支
援
教
育
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
勤
務
場
所　

特
別
支
援
教
育
推
進

事
業
を
実
施
す
る
市
内
の
小
中
学
校

●
勤
務　

授
業
の
あ
る
日
で
、
1
日

8
時
間
を
超
え
な
い
範
囲

●
対
象
・
定
員　

教
員
免
許
ま
た
は

ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上
の
資
格
を
有
す

る
人
、
も
し
く
は
特
別
支
援
教
育
に

興
味
の
あ
る
人　

若
干
名

●
申
・
問　

2
月
15
日
㈮
ま
で
に

　

学
校
教
育
課　

☎
23-

9
5
4
4

４
総
合
支
所
地
域
協
議
会
委
員

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
し
、
市
民
か
ら

の
意
見
や
助
言
を
い
た
だ
く
た
め
、

地
域
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象　

各
総
合
支
所
管
内
に
住
所

を
有
す
る
20
歳
以
上
の
人

●
期
間　

2
月
17
日
㈰
か
ら
2
年
間

●
人
員　

各
総
合
支
所
2
人
以
内

●
申
・
問　

各
総
合
支
所
に
備
え
付

け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
1
月
25
日
㈮
ま
で
に
居
住
し

て
い
る
地
区
の
各
総
合
支
所
総
務
課

介
護
保
険
認
定
訪
問
調
査
員

●
内
容　

要
介
護
認
定
等
申
請
者
に

係
る
訪
問
調
査

●
対
象　

介
護
支
援
専
門
員
の
有
資

格
者
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作（
ワ
ー
ド

初
級
程
度
）
が
で
き
、
運
転
免
許
を

有
し
、
自
家
用
車（
バ
イ
ク
・
軽
自

動
車
可
）を
保
有
し
て
い
る
人

※
過
去
1
年
以
内
に
交
通
事
故
歴
が

な
く
、
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に
市

税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

●
定
員　

1
人

●
賃
金　

月
額
15
万
6
、0
0
0
円

（
ガ
ソ
リ
ン
代
含
む
）　

※
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生
年

金
に
加
入

●
勤
務　

月
〜
金
曜
日　

　
　
　
　

9
時
〜
16
時

●
勤
務
先　

4
月
か
ら
市
役
所
介
護

保
険
課
ま
た
は
高
城
総
合
支
所

※
3
月
か
ら
研
修
を
実
施

●
申　

1
月
31
日
㈭
ま
で
に
、
履
歴

書
、
資
格
証
写
し
を
介
護
保
険
課

●
問　

介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23-

3
1
9
1

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

●
日
時　

5
月
11
日
㈰

●
場
所　

県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

●
開
催
競
技（
部
門
）

【
個
人
】
陸
上
競
技（
身
体
・
知
的
）、

水
泳（
身
体
・
知
的
）、
卓
球（
身
体
・

知
的
）、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー（
身
体
）、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク（
身
体
・
知

的
）、
ボ
ウ
リ
ン
グ（
知
的
）

【
団
体
】
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
）

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
精
神
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ（
精
神
）

●
申
・
問　

1
月
25
日
㈮
ま
で
に

　

障
害
福
祉
課　

☎
23-

2
9
8
0

　
　
　
　
　
　
　

Fax 

24-

1
1
8
8
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社
会
福
祉
事
業
団
臨
時
職
員

●
内
容　

介
護
予
防
に
関
す
る
こ
と

や
各
種
相
談
業
務

●
対
象
・
定
員　

介
護
支
援
専
門
員
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ
か

の
資
格
を
有
す
る
人　

1
人

●
賃
金　

日
額
7
、2
0
0
円

※
社
会
保
険
あ
り

●
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

8
時
30
分
〜
17
時

●
勤
務
先
・
申
・
問　

1
月
25
日
㈮

ま
で
に
、
志
和
池
・
庄
内
・
西
岳
地

区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
庄
内

町
）　

☎
45-

4
1
8
0

広
島
VS 
ソ
フ
ト
バ
ン
ク　

デ
ー
ゲ
ー
ム

プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦

●
日
時　

2
月
23
日
㈯

●
場
所　

都
城
運
動
公
園
野
球
場

【
始
球
式
参
加
者
募
集
】

●
対
象
・
定
員　

都
城
市
、
三
股
町
、

曽
於
市
の
小
学
5
〜
6
年
生
、
1
人

●
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
「
始

球
式
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
身
長
、

体
重
、
性
別
、
保
護
者
の
氏
名
、
野

球
経
験
の
有
無
、
自
己
Ｐ
Ｒ
を
明
記

の
上
、
1
月
31
日
㈭
ま
で
に
事
務
局

へ
郵
送

【
花
束
贈
呈
者
募
集
】

●
対
象
・
定
員　

都
城
市
、
三
股
町
、

曽
於
市
の
4
〜
5
歳
児
、
2
人

●
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
「
花

束
贈
呈
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
性
別
、
保
護
者

の
氏
名
、
自
己
Ｐ
Ｒ
を
明
記
の
上
、

1
月
31
日
㈭
ま
で
に
事
務
局
へ
郵
送

【
外
野
席
に
５
０
０
人
招
待
】

●
対
象　

都
城
市
、
三
股
町
、
曽
於

市
、
日
南
市
の
小
中
学
生

●
応
募
方
法　

往
復
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
代
表

者
の
電
話
番
号
を
明
記
し
、
1
月
31

日
㈭
ま
で
に
事
務
局
へ
郵
送

※
1
枚
で
5
人
ま
で
応
募
可
。氏
名
、

学
校
名
、
学
年
を
全
員
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
返
信
用
に
は
代
表
者

の
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
裏
面

は
未
記
入
の
ま
ま
送
付
く
だ
さ
い

●
申
・
問　

都
城
観
光
協
会
事
務
局

（
〒
885-

0
0
7
9　

牟
田
町
27-

10
）

☎
23-

2
4
6
0

放
送
大
学
学
生

【
教
養
学
部
】

●
募
集
内
容　

全
科
履
修
生（
卒
業

を
目
指
す
）、
選
科
履
修
生（
1
年

間
）、
科
目
履
修
生（
半
年
間
）

●
対
象　

全
科
履
修
生
〜
満
18
歳
以

上
で
大
学
入
学
資
格
が
あ
る
人

選
科
・
科
目
履
修
生
〜
満
15
歳
以
上

【
大
学
院
】

●
募
集
内
容　

修
士
選
科
生（
1
年

間
）、
修
士
科
目
生（
半
年
間
）

●
対
象　

満
18
歳
以
上

●
申
・
問　

2
月
15
日
㈮
ま
で
に

　

放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
9
8
2-

53-

1
8
9
3

さ
く
ら
フ
ェス
タ

ジ
ョ
ギ
ン
グ
高
城

●
日
時　

3
月
30
日
㈰

　
　
　
　

8
時
〜
9
時
30
分
受
付

●
場
所　

高
城
運
動
公
園

●
種
目

◎
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部
〜
6
㌔

◎
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
〜
10
㌔
（
一

般
）、
5
㌔
（
一
般
）、
3
㌔
（
小

学
3
年
生
〜
中
学
生
）、
1
・
5
㌔

（
小
学
1
・
2
年
生
、
親
子
ペ
ア
）

●
参
加
料　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部

1
、0
0
0
円（
高
校
生
以
下
5
0
0

円
）、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
2
、5
0
0

円（
高
校
生
以
下
5
0
0
円
、
親
子

ペ
ア
は
3
、0
0
0
円
）

●
表
彰　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
各
部
の
1

〜
3
位
に
メ
ダ
ル
と
賞
状
を
授
与

●
そ
の
他　

募
集
案
内
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
、
各
総
合
支
所
生
涯
学
習
課

※
当
日
申
し
込
み
は
不
可

●
申
・
問　

2
月
15
日
㈮
ま
で
に

　

高
城
生
涯
学
習
課　

　

☎
58-

2
3
1
7

２
等
陸・海・空
士（
男
子
）試
験

●
対
象　

満
18
歳
〜
27
歳
未
満

●
試
験
日
・
試
験
会
場

2
月
15
日
㈮

航
空
自
衛
隊
新
田
原
基
地

※
2
月
13
日
㈬
ま
で
受
付

●
問　

自
衛
隊
宮
崎
地
方
協
力
本
部

　

都
城
地
域
事
務
所

　

☎
23-

3
9
4
4

 

催　

し

Event

ま
ち
な
か
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム（
無
料
）

●
日
時　

2
月
6
日
㈬

　
　
　
　

13
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

日
本
政
策
投
資
銀
行
参
事

役　

藻
谷
浩
介
さ
ん
に
よ
る
講
演
お

よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
申　

1
月
25
日
㈮
ま
で
に
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
明

記
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局（
〒
880-

8
5
7
0 

宮
日
新
聞
社
広
告
局
）

Fax
0
9
8
5-

22-

6
1
7
3

※
参
加
証
を
送
り
ま
す

●
問　

中
心
市
街
地
活
性
化
室

　
　
　

☎
23-

2
0
1
1

エ
ン
ゼ
ル
フ
ェ
ス
タ

●
日
時　

1
月
20
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
13
時

●
場
所　

上
長
飯
エ
ン
ゼ
ル
児
童
館

●
内
容（
費
用
）　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

そ
ば
打
ち
体
験（
3
0
0
円
）、
陶
芸

教
室（
7
0
0
円
）、
映
写
会
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ほ
か

●
そ
の
他　

雨
天
決
行
、年
齢
不
問
、

未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
中

●
申
・
問

　

上
長
飯
エ
ン
ゼ
ル
児
童
館

　

☎
26-

9
5
8
7
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暮らしの情報
 

催　

し

Event
国
際
化
講
演
会

み
や
こ
ん
じ
ょ
か
ら
世
界
を
見
よ
う

●
日
時　

2
月
23
日
㈯

　
　
　
　

13
時
45
分
〜

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）副
理
事
長（
前
国

連
大
使
）　

大
島
賢
三
さ
ん
に
よ
る

講
演
ほ
か

●
定
員　

2
5
0
人

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が

必
要
で
す

●
申
・
問　

生
活
文
化
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
2
9
5

ふ
れ
あ
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が

ら
精
神
障
が
い
へ
の
理
解
を
深
め
る

大
会
で
す
。

●
日
時　

3
月
2
日
㈰

　
　
　
　

10
時
〜
12
時
30
分

●
場
所　

高
崎
総
合
体
育
館

●
内
容　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
ミ
ニ

テ
ニ
ス
、
ホ
バ
ー
デ
ィ
ス
ク
キ
ャ
ッ

チ
ほ
か
）、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
、
抽
選
会

●
定
員　

1
0
0
人
程
度

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で

●
参
加
費　

3
0
0
円

　
　
　
　
　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

●
申
・
問　

2
月
22
日
㈮
ま
で
に

　

都
城
保
健
所　

☎
23-

4
5
0
4

青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
お
よ

び
家
庭
教
育
振
興
大
会（
無
料
）

●
日
時
・
場
所　

2
月
5
日
㈫

10
時
〜
12
時　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

㈱
フ
ラ
ウ
代
表
取
締
役
社

長　

濱
砂
圭
子
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
子
育
て
・
親
育
ち
・
地
域
づ
く
り
」

●
申
・
問　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
23-

9
5
4
5

人
権
同
和
問
題
講
演
会

●
日
時　

2
月
12
日
㈫

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
40
分

●
場
所　

宮
崎
観
光
ホ
テ
ル

●
内
容　

㈶
休
暇
村
協
会
理
事
長　

炭
谷　

茂
さ
ん
に
よ
る
講
演

●
申
・
問　

県
人
権
同
和
対
策
課

　

☎
0
9
8
5-

32-
4
4
6
9

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時　

2
月
7
日
㈭　

　
　
　
　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
出
演　

劇
団
三
喜（
歌
）

●
問　

経
営
戦
略
課

　
　
　

☎
23-

2
1
1
5

ろ
う
学
校
へ
行
こ
う
！
２
０
０
８
冬

●
日
時
・
場
所　

1
月
26
日
㈯

10
時
〜
14
時
30
分　

都
城
ろ
う
学
校

●
内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
食
品
・

物
品
バ
ザ
ー
、
似
顔
絵
ほ
か

●
問　

都
城
ろ
う
学
校

　
　
　

☎
22-

0
6
8
5

中
国
風
新
年
お
祝
い
イ
ベ
ン
ト

賀
新
春（
フ
シ
ン
ツ
ェ
ン
）

●
日
時　

1
月
20
日
㈰

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

中
国
の
新
年
の
祝
い
方
や

遊
び
の
体
験
お
よ
び
料
理
試
食
（
水

餃
子
、
団
子
、
火
鍋　

各
先
着
60
人
）

※
参
加
は
無
料

●
問　

生
活
文
化
課

　
　
　

☎
23-

2
2
9
5

 

講
座・教
室

Course

・Class

中
国
語
講
座

●
対
象　

3
カ
月
以
上
中
国
語
を
勉

強
し
た
こ
と
の
あ
る
人
で
、
ピ
ン
イ

ン
を
読
め
る
人

●
日
時　

2
月
12
日
㈫
〜
3
月
6
日

㈭　

毎
週
火
・
木
曜
日（
全
8
回
）

19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

市
国
際
交
流
員

　
　
　
　

艾
豊（
が
い
ほ
う
）さ
ん

●
定
員　

20
人　

※
先
着
順

●
受
講
料　

1
、5
0
0
円

※
都
城
国
際
交
流
協
会
会
員
は

　

1
、0
0
0
円

●
申
・
問　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
生
活
文
化
課

　

☎
23-

2
2
9
5

 

Fax 

23-

3
2
2
3

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

m
ia@
city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

2
月
5
日
㈫

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

教
育
研
修
棟（
祝
吉
町
）

●
内
容　

消
化
器
の
疾
患
〜
が
ん
の

早
期
発
見
、
お
腹
に
や
さ
し
い
生
活

し
て
ま
す
か
？

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

●
問　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地

域
医
療
連
携
室

☎
23-

4
1
1
1

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
普
及
講
習
会

●
日
程
・
場
所

2
／
5
㈫

祝
吉
中
学
校
体
育
館

2
／
12
㈫

祝
吉
中
学
校
体
育
館

2
／
19
㈫

上
長
飯
・
一
万
城
地
区
体
育
館

2
／
26
㈫

上
長
飯
・
一
万
城
地
区
体
育
館

3
／
4
㈫

小
松
原
地
区
体
育
館

●
時
間　

19
時
30
分
〜
22
時

※
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す

●
問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　

☎
23-

9
5
4
6

離
乳
食
教
室

●
日
時　

2
月
8
日
㈮

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
申
・
問　

こ
ど
も
課　

　
　
　
　
　

☎
23-

2
6
8
4
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Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

健
康
教
室

か
く
し
ゃ
く
１
０
０
歳（
無
料
）

　

65
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
、
運
動

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
教
室
で
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

●
内
容
・
日
程
・
場
所

◎
い
き
い
き
運
動
教
室

　

〜
お
茶
の
間
筋
ト
レ
〜

2
月
7
日
㈭

志
和
池
地
区
公
民
館

2
月
21
日
㈭

志
和
池
地
区
公
民
館

◎
音
楽
講
座

　

〜
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽
し
も
う
〜

2
月
7
日
㈭

祝
吉
地
区
公
民
館

2
月
14
日
㈭

西
岳
地
区
公
民
館

◎
調
理
実
習
講
座（
男
性
も
歓
迎
）

　

〜
元
気
の
出
る
食
事
を
し
よ
う
〜

2
月
12
日
㈫

横
市
地
区
公
民
館

2
月
13
日
㈬

長
寿
館

2
月
15
日
㈮

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
時
間　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
調
理
実
習
は
12
時
30
分
終
了

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

3
1
8
4

き
ら
り
体
験
教
室

　

初
心
者
対
象
の
体
験
教
室
で
す
。

【
日
本
人
向
け
韓
国
薬
膳
料
理
】

●
日
時　

2
月
5
日
㈫
・
19
日
㈫

全
2
回　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

3
、0
0
0
円

●
申
・
問　

1
月
28
日
㈪
ま
で
に

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　

☎
23-

4
0
8
0

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
者
自
主
事
業

　

指
定
管
理
者
の
文
化
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
主
催
し
ま
す
。
参
加
は
無

料
で
す
が
、事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向

上
講
座
】

●
日
時
・
定
員　

2
月
15
日
㈮

　

18
時
30
分
〜
21
時
、
15
人

【
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
】

●
日
時
・
定
員　

2
月
2
日
㈯

　

13
時
〜
17
時
、
15
人

●
費
用　

5
0
0
円

●
場
所
・
申
・
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー　

☎
23-

2
0
0
1

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者

認
定
講
習
会（
無
料
）

　

少
人
数
で
も
学
習
に
参
加
で
き
る

「
よ
か
・
余
暇
・
楽
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
指
導
し
て
い
た
だ
く
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
者
の
登
録
、
認
定

を
行
う
た
め
の
講
習
会
で
す
。

●
日
時　

2
月
14
日
㈭

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
参
加
資
格　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
生
涯
学
習
を
指
導
す
る
意
欲
を
も

ち
、
市
内
の
学
習
者
を
指
導
で
き
る

人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満

た
す
人

①
指
導
分
野
に
関
す
る
資
格
、
指
導

経
歴
ま
た
は
実
務
経
験
が
あ
る
人

②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
学
習
者

で
、
現
在
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
指
導
者
か
ら
指
導
者
と
し

て
推
薦
さ
れ
た
人
。
た
だ
し
、
推

薦
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
指
導

分
野
は
1
分
野
と
し
、
推
薦
は
1

回
限
り

●
そ
の
他　

カ
ラ
ー
写
真
2
枚
（
縦

4
㌢
×
横
3
㌢
）、
印
鑑
、
筆
記
用

具
を
持
参　

※
要
申
込

●
申
・
問　

2
月
13
日
㈬
ま
で
に

　

生
涯
学
習
課

　

☎
23-

9
5
4
5

 

相　

談

Counseling

戦
没
者
等
遺
族
移
動
相
談
会

　

旧
軍
人
、
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
遺

族
を
対
象
に
、
特
別
弔
慰
金
や
恩
給

に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

2
月
5
日
㈫

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
こ
の
相
談
会
は
、
請
求
手
続
き
を

行
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

●
問　

障
害
福
祉
課

　
　
　

☎
23-
2
9
8
0

一
日
中
小
企
業
相
談

　

政
府
系
金
融
機
関
な
ど
の
担
当
者

が
金
融
や
経
営
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　

2
月
12
日
㈫　

13
時
〜
15
時  

都
城
商
工
会
館

●
問　

商
業
観
光
課　

　
　
　

☎
23-

2
9
8
3

人
権
相
談

　

い
じ
め
、
虐
待
な
ど
の
人
権
相
談

だ
け
で
な
く
、
家
族
関
係
（
夫
婦
・

親
子
・
離
婚
・
扶
養
・
相
続
）、
近

隣
関
係
、
金
銭
貸
借
、
借
地
借
家
、

登
記
な
ど
の
悩
み
ご
と
相
談
に
も
応

じ
て
い
ま
す
。　

※
予
約
不
要

日　

程

場　
　
　
　

所

2
／
6
㈬

高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

2
／
7
㈭

山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

2
／
8
㈮

高
城
老
人
福
祉
館

2
／
12
㈫

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
／
13
㈬

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
／
14
㈭

西
岳
地
区
公
民
館

●
時
間　

10
時
〜
15
時

●
そ
の
他　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城

支
局
で
は
平
日
の
8
時
30
分
〜
17
時

15
分
ま
で
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す　

※
予
約
不
要

●
問　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　
　

☎
22-

0
4
9
0

無
料
公
正
証
書
遺
言
等
相
談

　

遺
言
、
離
婚
給
付
契
約
、
任
意
後

見
契
約
、
賃
貸
借
契
約
、
金
銭
貸
借

契
約
な
ど
の
公
正
証
書
作
成
に
関
す

る
相
談
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。
事

前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

1
月
28
日
㈪
〜
31
日
㈭

9
時
〜
17
時　

※
1
月
28
日
㈪
・
31

日
㈭
は
19
時
ま
で

●
場
所
・
申
・
問

　

都
城
公
証
人
役
場（
前
田
町
）

　

☎
22-

1
8
0
4
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相　

談

Counseling
行
政
相
談

●
日
程
・
場
所

2
月
7
日
㈭　

13
時
〜
16
時

都
城
大
丸
7
階

2
月
8
日
㈮　

10
時
〜
12
時

高
城
老
人
福
祉
館

2
月
12
日
㈫　

9
時
〜
12
時

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
月
13
日
㈬　

10
時
〜
12
時

五
十
市
地
区
公
民
館

●
問　

秘
書
広
報
課

　
　
　

☎
23-

3
1
7
4

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

●
日
程
・
場
所

1
／
31
㈭

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

2
／
1
㈮

沖
水
地
区
公
民
館

2
／
6
㈬

中
郷
地
区
公
民
館

2
／
8
㈮

山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
里

2
／
8
㈮

志
和
池
地
区
公
民
館

2
／
13
㈬

横
市
地
区
公
民
館

●
時
間　

9
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
は

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

　

山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
里
は

　

13
時
30
分
〜
14
時

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4 

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

無
料
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

産
業
医
の
選
任
義
務
の
な
い
小
規

模
事
業
場
の
従
業
員
と
事
業
主
を
対

象
に
、夜
間
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
6
日
㈬

　
　
　
　

18
時
〜
19
時

●
場
所　

都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会

館（
姫
城
町
）

●
問　

都
城
・
西
諸
地
域
産
業
保
健

セ
ン
タ
ー　

☎
22-

0
7
5
4

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

巡
回
相
談（
無
料
）

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
女
性
や
い
っ

た
ん
家
庭
に
入
っ
た
女
性
が
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
場
合
の
支
援
を
す
る

た
め
の
巡
回
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

専
門
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
希
望
日
の
前
日
の
17
時
ま
で
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
7
日
㈭
・
14
日
㈭
・

21
日
㈭
・
28
日
㈭

10
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
相
談
専
用
電
話

　

☎
0
9
8
5-

29-

8
5
4
4

 

お
知
ら
せ

Inform
ation

介
護
用
品
給
付
券
の
交
付

　

介
護
用
品
の
購
入
に
使
用
で
き
る

給
付
券
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者　

基
準
日
に
お
い
て
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要
介
護

4
、5
と
判
断
さ
れ
た
人
、
ま
た
は

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
が
同
様

の
状
態
の
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
人

※
総
合
支
所
管
内
居
住
者
は
、
非
課

税
世
帯
の
み
対
象

●
交
換
で
き
る
介
護
用
品　

紙
お
む

つ
、
尿
と
り
パ
ッ
ド
ほ
か

●
給
付
額　

年
間
7
万
5
、0
0
0

円
を
、
年
4
回
に
分
け
て
支
給

●
基
準
日　

4
月
1
日
、7
月
1
日
、

10
月
1
日
、
1
月
1
日

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

3
1
8
4

　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

地
区
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し

　

9
月
号
の
広
報
都
城
で
平
成
20
年

4
月
か
ら
、
高
齢
者
の
医
療
機
関
窓

口
で
の
自
己
負
担
割
合
が
1
割
か
ら

2
割
に
変
更
に
な
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
再
度
見
直

し
が
行
わ
れ
、
平
成
20
年
4
月
か
ら

21
年
3
月
ま
で
は
1
割
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。

●
対
象
者　

70
〜
74
歳

※
対
象
者
に
は
3
月
に
新
た
な
高
齢

受
給
者
証
を
発
行
し
ま
す

●
そ
の
他　

現
役
並
み
所
得
者
と
し

て
現
在
3
割
負
担
の
人
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
一

定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
人
は
除
き

ま
す

●
問　

保
険
年
金
課

　
　
　

☎
23-

2
6
4
2

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
対
象　

今
年
度
40
・
45
・
50
・
55
・

60
・
65
・
70
歳
の
女
性

※
今
年
度
検
診
を
受
け
た
人
は
除
く

●
場
所　

都
城
健
康
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
大
岩
田
町
）

●
日
程

1
月

29
㈫
・
31
㈭

2
月

5
㈫
・
7
㈭
・
12
㈫
・

14
㈭
・
19
㈫
・
21
㈭
・

26
㈫
・
28
㈭

●
受
付　

14
時
〜
14
時
30
分

●
定
員　

各
20
人　

※
先
着
順

●
内
容　

問
診
・
骨
塩
量
測
定
・
医

師
に
よ
る
結
果
説
明

●
費
用　

3
0
0
円

※
老
人
医
療
受
給
者
、
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
・
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
5

差
し
押
さ
え
不
動
産
の
公
売

●
日
時　

3
月
5
日
㈬　

14
時
〜

●
場
所

　

市
役
所
東
館
6
階
第
1
研
修
室

●
物
件　

市
が
差
し
押
さ
え
た
不
動

産　

※
物
件
は
1
月
31
日
㈭
以
降
に

納
税
課
に
掲
示
し
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す

●
問　

納
税
課

　
　
　

☎
23-

2
1
2
6
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Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

１
月
20 
日
㈰
か
ら
利
用
開
始

敬
老
バ
ス
券
の
路
線
追
加

　

従
来
の
バ
ス
路
線
（
宮
崎
交
通
・

鹿
児
島
交
通
）
に
高
崎
観
光
バ
ス
路

線
が
加
わ
り
、
3
路
線
の
う
ち
1
路

線
を
選
択
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

●
対
象　

都
城
市
に
住
所
を
有
す
る

満
70
歳
以
上
の
人

●
交
付
手
数
料　

1
、0
0
0
円

※
今
年
度
更
新
済
者
が
切
り
替
え
る

場
合
は
不
要

●
利
用
料
金　

1
乗
車
1
0
0
円

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

6
カ
月

以
内
に
撮
影
し
た
写
真
（
縦
3
㌢
×

横
2
・
5
㌢
、
脱
帽
）、
保
険
証
な
ど

の
身
分
証
明
書
、
交
付
手
数
料

●
そ
の
他　

1
月
10
日
㈭
か
ら
、
健

康
長
寿
課
、
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
手
続

き
が
で
き
ま
す

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

3
1
0
2

社
会
保
険
庁
か
ら

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
つ
い
て

　

社
会
保
険
庁
が
把
握
し
て
い
る
加

入
記
録
を
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
で

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
記

録
に
漏
れ
が
な
い
か
確
認
し
、
訂
正

が
な
い
場
合
に
は
同
封
の
「
確
認
は

が
き
」
を
、
訂
正
が
あ
る
場
合
に
は

「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
を
必
ず

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
氏
名
変
更
の
届
出

　

結
び
付
く
可
能
性
の
あ
る
記
録
を

探
す
た
め
に
も
、
お
手
持
ち
の
古
い

年
金
手
帳
を
確
認
し
、
結
婚
な
ど
で

名
字
が
変
わ
っ
た
人
で
氏
名
変
更
の

届
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
変

更
の
届
出
を
急
い
で
く
だ
さ
い
。

●
住
所
変
更
の
届
出

　

住
所
変
更
の
届
出
が
済
ん
で
い
な

い
人
は
、「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
住
所

の
変
更
・
訂
正
は
本
人
に
よ
る
手
続

き
が
必
要
で
す
の
で
、
次
の
手
続
先

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者
は
、

市
役
所

②
厚
生
年
金
加
入
者
と
国
民
年
金
第

3
号
被
保
険
者
は
、
勤
務
先

③
年
金
受
給
者
は
、
都
城
社
会
保
険

事
務
所

●
問　

都
城
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　

☎
23-

2
5
7
1

体
育
施
設

利
用
団
体
調
整
会
議

　

体
育
施
設
使
用
団
体
の
日
程
調
整

会
議
を
行
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
中

に
全
国
・
九
州
・
県
・
市
大
会
な
ど

を
予
定
さ
れ
て
い
る
団
体
は
、
日
程

を
検
討
の
う
え
利
用
計
画
書
を
都
城

地
区
施
設
協
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

2
月
26
日
㈫  

14
時
〜

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象
施
設  

早
水
公
園
体
育
文
化

セ
ン
タ
ー（
ア
リ
ー
ナ
・
弓
道
場
・

遠
的
弓
道
場
）、
都
城
運
動
公
園（
体

育
館
・
陸
上
競
技
場
・
野
球
場
・
庭

球
場
・
武
道
館
）、
姫
城
公
園
運
動

広
場
、
志
和
池
市
民
広
場
、
母
智
丘

公
園
多
目
的
広
場

●
利
用
計
画
書
提
出
期
限

1
月
28
日
㈪　

※
期
日
厳
守
の
こ
と

●
そ
の
他

①
毎
月
第
3
木
曜
日
・
年
末
年
始
は

休
館
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の

日
を
除
い
て
計
画
し
て
く
だ
さ
い

※
姫
城
公
園
運
動
広
場
、
志
和
池
市

民
広
場
、
母
智
丘
公
園
多
目
的
広

場
を
除
く

②
7
月
第
4
日
曜
日
は
「
都
城
市
環

境
美
化
の
日
」
で
す
。
小
・
中
学

生
を
対
象
に
し
た
大
会
は
計
画
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す　

●
問　

都
城
地
区
施
設
協
会

　
　
　

☎
26-

7
1
3
3

休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
1/20
（日）

ふくしまクリニック（内・消・小） 46-5001
稲津医院（内・婦） 23-7501
大橋クリニック（内・消・リハ） 37-0539
マドコロ外科（外・胃・整） 22-0138
はまだクリニック（外・胃・肛） 45-2266
ふたみ眼科（眼） 38-5532
やすだ歯科 58-3471

1/27
（日）

海老原記念（内） 22-2240
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
はしぐち小児科（小） 24-5500
仮屋外科（外・胃・内・肛） 25-7712
庄内病院（外・内・整） 37-0522
武田産婦人科（産・婦） 22-0336
安富歯科医院 22-4118

2/3
（日）

有川医院（呼・胃） 24-6677
あきと内科胃腸科（内・胃） 46-5500
仮屋医院（内・小） 36-0521
もちお蛯原医院（整形・形成） 21-5355
ゆうクリニック（消・外・内） 46-6100
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 51-1187
中条歯科医院 52-1537

2/10
（日）

森山内科クリニック（内） 21-5000
原田医院（内・小・外） 26-3330
あきづき医院（内・心内） 36-0534
川畑医院（外・胃） 46-3225
小牧病院（整） 24-1212
吹上耳鼻科（耳鼻） 21-4133
土持歯科クリニック 25-1515

2/11
（月）

柳田病院（小・内） 22-4862
しげひらクリニック（内） 27-5555
田中隆内科（内） 52-0301
野口脳神経外科（脳外科） 47-1800
速見医院（泌） 24-8344
くぼた眼科（眼） 26-3100
はまだ歯科医院 51-3777

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎ 23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）
で確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局
1/20㈰ ふれあい、平江調剤、都北町
1/27㈰ ウエスト、しびた、ひむか調剤蔵原店
2/3㈰ キャロット、そうごう志和池店、

もちおさくら、ひむか三股店
2/10㈰ すずかけ、くげ、友愛
2/11㈪ 東町、みどり、つかさ、たかお
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●問い合わせ　生活文化課・国際交流推進担当　☎ 23-2295

広報カレンダー
Event
Calendar

　●問い合わせ　図書館　☎ 22-0239

読み聞かせの部屋

図書館だより

休 館 日 1月21・28日
2月4・7・11・12日

開館時間 9：30～18：50

1/19
～2/15

1月

19日㈯
12:00～

Ｖ・プレミアムリーグ女子都城大会　
［高城運動公園総合体育館］
問都城地区バレーボール協会　☎ 25-5088

23日㈬～
27日㈰

県教職員互助会美術展　［ウエルネス交流プラザ］
問㈳県教職員互助会　☎ 0985-29-1242

2月

2日㈯
10:00～

アレンジャーズサミットin 都城　［総合文化ホール］
問総合文化ホール　☎ 23-7140

3日㈰
10:00～

南九州駅伝競走大会　
［えびの市真幸地区体育館～都城市役所］
問スポーツ振興課　☎ 23-9546

5日㈫
10:00～

青少年健全育成市民大会・家庭教育振興大会
［総合文化ホール］
問生涯学習課　☎ 23-9545

6日㈬
13:00～

まちなか活性化フォーラム　［ウエルネス交流プラザ］
問ウエルネス交流プラザ　☎ 26-7770

11日㈪～  
3月8日㈯

独立野球リーグ 群馬ダイヤモンドペガサス都城キャンプ
［都城運動公園野球場・高城運動公園野球場］
問商業観光課　☎ 23-2983

13日㈬～
23日㈯

ＪリーグＦＣ東京都城キャンプ　
［高城運動公園］
問商業観光課　☎ 23-2983

農業の見学
　私は中国で農業プロジェクトの
仕事をしているので、日本の農業に深い興味を持っていま
す。都城に来てからも、仕事あるいは友達のつてで、ＪＡ
や牧場、農家などいろいろな所へ見学に行きました。見
学を通じて、日本の農業状況、技術、設備、管理、販売、
環境保護などのことが少し理解できました。そのことは自
分の仕事に役立つと思っています。そんな中で最も印象深
く、忘れられない思い出は、去年の秋に友達と行って楽
しんだ農家でのことです。霧島の山すそにある農家に行っ
て、5万羽の地鶏に飼料をやっている様子を見たり、畑
で野菜を収穫したり、地鶏の焼き鳥を作ってもらったりし
て、優しい農家夫婦の純朴な人柄に触れて感動しました。
　冬に入り、雪も降り始めました。中国語で新年の初雪は
「瑞

ずい

雪
せつ

」と言われています。これは、豊作を祈念する意味で、
すごく縁起がいいことです。「瑞雪は豊年のしるし」、新た
な 1年を頑張りましょう！

本とお話の会
●日時・内容　
　2月9日㈯  14：30～　だいくとおにろく

おはなしのへや “そらまめ”
●日時　１月24日(木)　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子

都城おかしむじ会　愉快な四人語り
　４人の語り部による方言を使った昔話語りです。
●日時　2月2日㈯　14：30 ～ 15：00
●対象　児童から大人まで、20 人程度
●演目　カッパの袋、三人のすすめ
　　　　相撲好きな庄助爺

じい

さん、三つの面

日　程 巡　回　場　所 巡回時間

1/24 ㈭ 県営北原団地
丸野小学校

10：50～11：20
13：00～13：50

2/8 ㈮
西岳地区公民館
吉之元小学校
西岳小学校

11：10～11：40
13：00～13：45
14：20～15：30

1/29 ㈫
庄内地区公民館
夏尾小学校
菓子野小学校

10：45～11：15
13：00～13：30
14：30～16：00

2/9 ㈯
祝吉地区公民館
沖水小学校
ミートショップながやま志比田店

10：50～11：30
13：00～14：00
14：30～15：10

1/30 ㈬ 川東小学校
志和池小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

2/6 ㈬ 御池小学校
庄内小学校

13：00～13：30
14：30～16：00

1/26 ㈯
久保原西自治公民館
鷹尾5丁目自治公民館
市営都原団地

13：00～13：40
14：00～14：30
14：50～15：30

2/5 ㈫ 梅北小学校
今町小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

1/31 ㈭ 木之川内小学校 14：00～16：00

1/22 ㈫
2/14 ㈭

小松原地区公民館
乙房小学校
横市地区公民館

10：40～11：10
13：00～13：50
14：30～15：15

2/13 ㈬
志和池地区公民館
縄瀬小学校
市営都北団地

10：50～11：20
13：00～13：45
14：30～15：15

※1月21日～2月15日の日程※ [　　]内は場所、問は問い合わせ先

移動図書館

くれよん号巡回予定

国際交流員
のひとりごと

艾豊（がいほう）さん
（中国） Vol.3



27　Miyakonojo City Public Relations 2008.1

編 集 後 記

　
※1月21日～2月15日の日程

　新年明けましておめでとうございます。今年
の目標は「メタボ」の解消。昨年暮れから始
めたウオーキングの効果が少しずつ成果を見
せ始めました。これも、取材先で皆さんの明
るく元気な顔を見て刺激を受けたおかげです。
自分でも「どげんかせんといかん」という思い
がわいてきました。今年も楽しく元気の出る話
題を求めて取材に伺いますのでご協力をお願
いします。（栗）

問①今月号の表紙で紹介した伝統行事で、
束ねたわらを地面に打ちつけ、農作物
に害をもたらすモグラを退治して豊作
を願う行事は？

問②霧島連山を囲む宮崎・鹿児島の７市町
が参加して発足したのは環○○会議

問③あなたの２００７年の最大の出来事は
（自由回答）

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、
氏名、電話番号とわたしの一言、１月号を
読んでの感想を書いて、〒885-8555　市
役所秘書広報課まで。正解者の中から抽
選で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受付、
当選者への商品の発送以外には利用いたしません

◎プレゼント

完熟きんかん 1㌔
（ウエルネス都城産品推奨品）
◎商品取り扱い事業者
ＪＡアトム　☎ 24-2200

◎応募締切　1月31日㈭　当日消印有効
◎発　　表　本紙3月号
◎11月号当選者　坂口公之さん（南鷹尾町）
市旗の決定祝福申し上げます。
広報都城は私のディクショナリーです。

～読者の一言～ 
このコーナーでは、寄せられた「わたしの一
言」の中から一部を紹介します

・表紙の戴帽式の写真を見て、娘の戴帽式の
時を思い出しました。看護師は本当にすば
らしい職業です。初心を忘れず頑張ってほ
しいですね。 （金田町Ｉさん）

・大阪から西岳の田舎に帰ってきて４年目に入
りました。若いときには気づかなかった田舎
の良さを多くの人に知らせたいです。

 （吉之元町Ｙさん）

・豊作だったヒノヒカリの収穫も終わり、牛の
飼料用のわらもすっかり片付いて、今年の
農作業は終わりました。ホッとしている今日
このごろです。 （山之口町Ｎさん）

・「学校に行こう」に出ていた西小学校は私の
子どもたちの出身校です。転校生でしたが、
たくさん友達もでき、とても楽しい学生生活
だったようです。その子どもたちも成人した
今、夫婦２人の生活となり、とても懐かしく
思いました。 （南横市町Ａさん）

施設案内　　広報クイズ第25回

 11月号クイズ結果　応募総数 21通
 ◎正　解　　①福祉　②クスノキ
 　　　　　　③文化

市の提供番組案内
■テレビ
•BTVケーブルテレビ（5ch）

　毎日5回・10分間放送
　① 6：50 ～　② 11：50 ～
　③ 17：50 ～　④ 21：20 ～
　⑤ 23：50 ～
　＜今後の放送予定＞
　1月21日～31日
　　「南九州駅伝競走大会」
　2月1日～10日
　　「生涯学習フェスティバル」
　2月11日～20日
　　「長峯市長の市政リポート④」

■ラジオ
•MRTラジオ（AM放送  936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）
　15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています
出演については、経営戦略課（☎23‐2115）

•シティエフエム都城（FM放送  76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週：月～金曜日
　10：00 ～ 10：05
　16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを
放送します
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
（12：00 ～13：00）でも、市政情報や
市民活動の紹介などを放送しています

都城市現住人口
平成19年12月1日現在 （前月比）
世　帯　数　　69,623世帯 （　　　　22）
人口総数　169,478　人 （　　　-75）
　　　男　　79,384　人 （　　　-25）
　　　女　　90,094　人 （　　　-50）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

今月の表紙
モグラウッ（モグラ打ち）
　庭先などで子どもたちが束ねたわら
を地面に打ちつけ、作物に害をもた
らすモグラを退治して豊作を願う正月
行事。現在は乙房町と山田町の一
部で行われるだけとなりました。子ども
たちは地区内の家 を々回って歌いな
がら地面をたたき、家人からモグラ退

治のお
礼に菓
子やもち
などをも
らってい
ました。

※表紙は昨年の乙房町での様子

■美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

休館日　1月 21日～31日、2月4日・12日
1月26日（土）は、本庁停電のため、住民票などの発行
業務はできません
・韓国美術のリアリズム　2月1日（金）～
　一般 800 円　高校・大学生400 円
　中学生以下無料

■都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　１月21日・28日、2月4日・12日

■高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　１月21日・28日、2月4日・12日

■人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
　　　　※公演がある場合は別料金
休館日　１月21日・28日、2月4日・12日

■たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金・土曜日の19：00～22：00
　　　　　土・日曜日の9：30～17：00
※開館時間以外での入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300 円　小学生 100 円
・冬の星座と火星を楽しもう
　（金・土曜日　19：00 ～ 22：00）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）
 ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00

入館料　無料
休館日　１月21日・28日、2月4日・12日

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）
 ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人 200 円　小中学生 100 円
休館日　１月21日・28日、2月4日・12日
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やまだ温泉（山田町）
静かな山あいの温泉施設

　霧島を望む山あいの静かな温泉施設「やまだ
温泉（山田町温泉交流センター）」。
　美人の湯として有名なナトリウム－炭酸水素
塩温泉は、湯上り後に肌がつるつるになると評
判で、消化器病などに効能がある飲泉も可能。
平成７年のオープン以来、この上質のお湯を求
めて市内外から多くの入浴客が訪れている施設
です。
　太い丸太を組み合わせた柱と梁の天井が見え
る浴場には、大浴槽のほか電気風呂、泡風呂、
サウナなどを完備。施設内には２つの休憩室や
レストランもあり、静かな雰囲気の中でのんび
りとした時間が過ごせます。
　駐車場に設置された温泉スタンドでは10㍑
10円で温泉の湯が販売されており、自宅に持
ち帰って楽しむ人も多いようです。

vol.13

施設案内
●開館時間　９：00～22：00
●休 館 日　毎月第３水曜日
            　　　※祝日の場合は翌日
●料　　金　［１回入浴］3歳～中学生　200円
            　　　高校生以上　300円
            　　　［１日入浴］3歳～中学生　300円
            　　　高校生以上　500円
●問い合わせ　やまだ温泉　TEL 64-2020
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●日　時：平成20年2月6日（水）
　　　　13：00～16：40
●内　容
　第１部：基調講演　
　　　　藻谷浩介さん
　　　　（日本政策投資銀行参事役）
　第２部：パネルディスカッション
　　　　ＮＰＯ法人ハットウオンパク理事　　　野上泰生さん
　　　　Ｄｏまんなかモール委員会委員長　　　村岡浩司さん
　　　　おかげ祭り振興会会長　　　　　　川本翰治さん
　　　　イベントコーディネーター　　　　　　為田和代さん
　　　　みやこんじょ逸品フェア実行委員会委員長　樋口　剛さん
　　　　都城市中心市街地活性化室室長　　宮元公明さん
●入場料：無料
●申し込み・問い合わせ：ウエルネス交流プラザ
　　　　　　　　　　℡26-7770

テーマ
私のまちづかい『みんなで活用しよう。私のまち』

まちなか
活性化フォーラム

ウエルネス交流プラザウエルネス交流プラザ集まり、交わり、楽しむ舞台集まり、交わり、楽しむ舞台
まちづくりネットワークの拠点まちづくりネットワークの拠点 ウエルネス交流プラザ集まり、交わり、楽しむ舞台
まちづくりネットワークの拠点

●日時：平成20年２月２日（土）　17：30開場　18：00開演
●会場：都城市総合文化ホール　大ホール
●出演：服部克久、服部隆之、千住明、大橋純子ほか
●料金：【全席指定】5,500円　※ＭＪ友の会会員500円割引
　　　　※チケット発売中
●問い合わせ：都城市総合文化ホール　TEL23-7140
   　　　　　　　（チケット専用電話　TEL23-7190）

国内で活躍するアレンジャー（編曲家）たちが一堂に会し、
この日限りのスペシャルオーケストラを従えて、

音楽の魅力、アレンジの妙を楽しめる演奏を披露します！

服部克久館長プロデュース

アレンジャーズサミットin都城

INFORMATION

はり


